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 【
翻
訳
】章

学
誠
校
讎
学
論
文
訳
注
（
三
）　­「
論
修
史
籍
考
要
略
」

文
教
大
学
目
録
学
研
究
会

（
＊­

樋
口 

泰
裕
・
渡
邉 

大
・
宇
賀
神 

秀
一
・

王 

連
旺
・
荒
川 

悠
・
村
越 

充
朗
）

本
稿
は
清
・
章
学
誠
「
論
修
史
籍
考
要
略
」
の
訳
注
で
あ
る
。
訳
出
に
当
た
っ
て
は
嘉
業
堂
本
章
氏
遺
書
（
卷
十
三
「
校
讎
通
義
外
篇
」
所

収
）
を
底
本
と
し
、
内
藤
湖
南
旧
蔵
鈔
本
章
氏
遺
書
、
浙
江
図
書
館
排
印
本
章
氏
遺
書
な
ど
と
校
合
し
、
王
重
民
『
校
讎
通
義
通
解
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
お
よ
び
倉
修
良
『
文
史
通
義
新
編
新
注
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
し
た
。
字
句
の
異
同
は
必

要
と
思
わ
れ
る
場
合
の
み
訳
注
に
お
い
て
言
及
す
る
。

「
論
修
史
籍
考
要
略
」
は
『
史
籍
考
』
編
纂
に
際
し
て
、
そ
の
概
要
・
方
針
を
ま
と
め
た
も
の
一
。
乾
隆
五
十
二
（
一
七
八
七
）
年
の
冬
、

章
学
誠
は
河
南
巡
撫
畢
沅
の
も
と
、
開
封
で
『
史
籍
考
』
の
編
纂
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
史
籍
考
』
は
、
朱
彝
尊
『
経
義
考
』
二

に
な
ら
い
、そ
の
範
囲
を
史
籍
に
推
し
拡
げ
た
解
題
目
録
と
し
て
企
画
さ
れ
た
三
。
し
か
し
、畢
沅
の
転
任
や
同
僚
と
の
行
き
違
い
、ま
た
、

章
学
誠
自
身
の
生
活
苦
も
あ
り
、
作
業
は
難
航
し
、
企
画
は
や
が
て
頓
挫
す
る
こ
と
と
な
る
。
嘉
慶
三
（
一
七
九
八
）
年
に
は
新
た
に
浙
江

巡
撫
謝
啓
昆
の
後
援
を
得
た
も
の
の
、
翌
年
、
謝
啓
昆
が
広
西
巡
撫
に
転
任
す
る
と
、
事
業
は
ふ
た
た
び
停
頓
し
、
嘉
慶
六
（
一
八
〇
一
）

年
、
章
学
誠
は
そ
の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
世
を
去
っ
た
。
そ
の
後
、
道
光
二
十
五
（
一
八
四
五
）
年
、
南
河
河
道
総
督
兼
漕
運
総
督
潘
錫

恩
が
学
者
を
組
織
し
て
増
訂
し
た
『
史
籍
考
』
の
定
稿
は
、
未
刊
行
の
ま
ま
、
清
書
写
本
と
し
て
、
畢
沅
、
謝
啓
昆
の
原
稿
本
と
と
も
に
、

＊­

ひ
ぐ
ち　

や
す
ひ
ろ­

文
教
大
学
文
学
部
中
国
語
中
国
文
学
科­
わ
た
な
べ　

だ
い­

文
教
大
学
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学
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中
国
語
中
国
文
学
科

­

う
が
じ
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し
ゅ
う
い
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つ
く
ば
国
際
大
学
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風
高
等
学
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お
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れ
ん
お
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大
学
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文
化
研
究
所

­

あ
ら
か
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ゆ
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筑
波
大
学
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学
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む
ら
こ
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み
ち
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筑
波
大
学
大
学
院
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潘
錫
恩
の
郷
里
涇
県
の
家
中
に
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、咸
豊
六
（
一
八
五
六
）
年
、火
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
四
。『
史
籍
考
』
に
は
、

章
学
誠
を
は
じ
め
、
畢
沅
・
洪
亮
吉
・
凌
廷
堪
・
武
億
、
謝
啓
昆
・
銭
大
昭
・
陳
饘
・
胡
虔
・
袁
鈞
・
張
彦
聞
、
潘
錫
恩
・
許
瀚
・
劉
毓
崧
・

包
慎
言
・
呂
基
賢
な
ど
、
多
く
の
学
者
が
関
わ
っ
た
が
、
未
刊
の
ま
ま
、
原
稿
・
定
稿
と
も
に
灰
燼
に
帰
し
た
た
め
、
そ
の
全
容
を
窺
う

術
は
な
く
な
り
、
そ
の
概
略
を
示
す
も
の
と
し
て
、「
論
修
史
籍
考
要
略
」
の
ほ
か
、
同
じ
く
章
学
誠
の
「
史
考
釈
例
」「
史
籍
考
総
目
」、

ま
た
、
許
瀚
「
擬
史
籍
考
校
例
」
五
な
ど
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

「
論
修
史
籍
考
要
略
」
は
、
畢
沅
の
も
と
に
あ
っ
た
乾
隆
五
十
三
（
一
七
八
八
）
年
に
、「
史
考
釈
例
」
は
謝
啓
昆
の
も
と
に
あ
っ
た
嘉
慶

三
（
一
七
九
八
）
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
史
籍
考
』
編
纂
の
方
針
を
示
す
た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
比
較
か
ら
は
章
学
誠

の
当
初
の
構
想
と
十
年
を
経
た
の
ち
の
理
論
面
・
実
践
面
に
お
け
る
成
熟
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
六
。
な
お
、「
史
籍
考
総
目
」に
よ
れ
ば『
史

籍
考
』
の
分
類
・
類
目
は
以
下
の
通
り
で
、
十
二
部
、
五
十
五
目
か
ら
な
る
七
。

一
、
制
書
二
巻

二
、
紀
伝
部
（
正
史
一
四
巻­
国
史
五
巻­

史
稿
二
巻
）

三
、
編
年
部
（
通
史
七
巻­

断
代
四
巻­
記
注
五
巻­

図
表
三
巻
）

四
、
史
学
部
（
考
訂
一
巻­

義
例
一
巻­
評
論
一
巻­

蒙
求
一
巻
）

五
、
稗
史
部
（
雑
史
一
九
巻­

霸
国
三
巻
）

六
、
星
歴
部
（
天
文
二
巻­

歴
律
六
巻­

五
行
二
巻­
時
令
二
巻
）

七
、
譜
牒
部
（
専
家
二
六
巻­

総
類
二
巻­

年
譜
三
巻­
別
譜
三
巻
）

八
、
地
理
部
（
総
載
五
巻­

分
載
一
七
巻­

方
志
一
六
巻­
水
道
三
巻­

外
裔
四
巻
）

九
、
故
事
部
（
訓
典
四
巻­

章
奏
二
一
巻­

典
要
三
巻­

吏
書
二
巻­
戸
書
七
巻­

礼
書
二
三
巻­

兵
書
二
巻­

刑
書
七
巻­

工
書
四
巻­

官
曹
三
巻
）

十
、
目
録
部
（
総
目
三
巻­

経
史
一
巻­

詩
文
即
文
史
五
巻­

図
書
五
巻­
金
石
五
巻­

叢
書
三
巻­

釈
道
一
巻
）

十
一
、
伝
記
部
（
記
事
五
巻­

雑
事
一
二
巻­

類
考
一
三
巻­

法
鑑
三
巻­
言
行
三
巻­

人
物
五
巻­

別
伝
六
巻­

内
行
三
巻­

名
姓
二
巻­

譜
録
六
巻
）

十
二
、
小
説
部
（
瑣
語
二
巻­

異
聞
四
巻
）
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以
下
、
提
要
と
し
て
、
内
藤
湖
南
『
支
那
史
学
史
』
十
二
清
朝
の
史
学
「
浙
東
学
派
の
史
学
」
よ
り
、「
論
修
史
籍
考
要
略
」
に
関
す

る
記
述
を
引
用
す
る
。

章
学
誠
は
畢
沅
の
客
で
あ
つ
た
時
、
史
籍
考
を
書
き
か
け
た
が
、
そ
れ
も
出
来
上
ら
な
か
つ
た
。
今
日
で
は
単
に
序
録
の
一
部
と

そ
の
大
体
の
方
針
を
書
い
た
も
の
と
が
文
集
に
見
え
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
朱
彝
尊
の
経
義
考
の
体
裁
に
倣
つ
て
作
ら
う
と

し
た
も
の
で
、
即
ち
史
籍
の
解
題
で
あ
る
。
そ
の
方
針
は
、（
一
）
古
逸
を
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
く
経
書
の
出
来
る
前

に
経
書
の
材
料
と
な
つ
た
書
が
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
六
経
並
に
左
伝
・
国
語
そ
の
他
に
残
つ
て
ゐ
る
古
史
の
逸
文
、
例
へ
ば
左
伝

に
引
用
し
て
あ
る
軍
志
・
周
志
、
大
戴
礼
所
引
の
丹
書
・
青
史
の
類
で
あ
る
。
章
学
誠
は
王
応
麟
の
玉
海
の
芸
文
門
の
意
を
取
つ
て
、

大
体
如
何
な
る
書
が
存
し
た
か
を
示
さ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。（
二
）
家
法
を
辨
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
即
ち
漢
の
劉
向
劉
歆

の
や
つ
た
校
讐
の
学
で
あ
る
。
史
に
は
通
史
・
断
代
史
・
分
国
の
書
・
衆
を
集
め
て
官
修
せ
る
書
、
そ
の
他
色
々
の
も
の
が
あ
り
、
各
々

書
方
、
家
法
を
異
に
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
を
校
讐
の
法
に
て
辨
別
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。（
三
）
剪
裁
の
法
を
立
て
る
こ
と
で

あ
る
。
史
籍
考
を
作
る
に
就
て
無
用
の
冗
文
の
な
い
や
う
、各
々
の
歴
史
の
肝
要
な
所
を
明
ら
か
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
逸
篇
を
採
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
逸
の
如
く
上
古
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
隋
よ
り
以
前
の
書
で
今
日
亡
佚
し
た
も
の

を
取
る
の
で
あ
る
。
隋
書
経
籍
志
考
証
の
や
う
な
考
で
あ
る
。（
五
）嫌
名
を
辨
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
史
記
と
い
ふ
名
の
如
き
、

太
史
公
の
時
は
な
く
、
後
に
な
つ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
旧
五
代
史
は
当
時
は
五
代
史
と
称
し
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
五
代
史
記

が
出
来
て
、
そ
れ
を
新
五
代
史
と
称
し
た
の
に
対
し
て
か
く
称
す
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ま
ぎ
ら
は
し
い
名
称
を
辨

じ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。（
六
）
経
部
に
通
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
古
は
経
史
の
別
が
な
か
つ
た
が
、
後
に
な
つ
て
二
つ
に
分
れ
た
。

故
に
今
日
経
書
中
に
も
史
料
と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
で
朱
彝
尊
の
経
義
考
の
中
に
出
て
ゐ
る
も
の
で
も
史
学
に
必

要
な
も
の
は
史
籍
考
の
中
に
出
さ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。（
七
）
子
部
を
擇
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
た
子
書
の
中
で
歴
史
に
関

係
あ
る
も
の
を
採
つ
て
史
籍
考
に
記
さ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。（
八
）
集
部
を
裁
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
同
じ
く
古
人
の
文
集

中
に
は
随
分
歴
史
と
関
係
あ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
採
ら
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。（
九
）
方
志
即
ち
地
方
志
を
選
ぶ
こ
と
で

あ
る
。（
十
）
譜
牒
を
擇
ぶ
こ
と
で
あ
る
。（
十
一
）
考
異
を
精
し
く
書
く
こ
と
で
あ
る
。（
十
二
）
板
刻
を
詳
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
板
刻
の
源
流
を
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
十
三
）
制
書
を
尊
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
歴
代
の
天
子
の
実
録
・
宝
訓
・
方

略
の
如
き
欽
定
の
書
を
尊
ぶ
。（
十
四
）禁
例
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
書
籍
の
禁
止
さ
れ
た
も
の
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。
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以
下
、
提
要
と
し
て
、
内
藤
湖
南
『
支
那
史
学
史
』
十
二
清
朝
の
史
学
「
浙
東
学
派
の
史
学
」
よ
り
、「
論
修
史
籍
考
要
略
」
に
関
す

る
記
述
を
引
用
す
る
。

章
学
誠
は
畢
沅
の
客
で
あ
つ
た
時
、
史
籍
考
を
書
き
か
け
た
が
、
そ
れ
も
出
来
上
ら
な
か
つ
た
。
今
日
で
は
単
に
序
録
の
一
部
と

そ
の
大
体
の
方
針
を
書
い
た
も
の
と
が
文
集
に
見
え
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
朱
彝
尊
の
経
義
考
の
体
裁
に
倣
つ
て
作
ら
う
と

し
た
も
の
で
、
即
ち
史
籍
の
解
題
で
あ
る
。
そ
の
方
針
は
、（
一
）
古
逸
を
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
く
経
書
の
出
来
る
前

に
経
書
の
材
料
と
な
つ
た
書
が
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
六
経
並
に
左
伝
・
国
語
そ
の
他
に
残
つ
て
ゐ
る
古
史
の
逸
文
、
例
へ
ば
左
伝

に
引
用
し
て
あ
る
軍
志
・
周
志
、
大
戴
礼
所
引
の
丹
書
・
青
史
の
類
で
あ
る
。
章
学
誠
は
王
応
麟
の
玉
海
の
芸
文
門
の
意
を
取
つ
て
、

大
体
如
何
な
る
書
が
存
し
た
か
を
示
さ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。（
二
）
家
法
を
辨
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
即
ち
漢
の
劉
向
劉
歆

の
や
つ
た
校
讐
の
学
で
あ
る
。
史
に
は
通
史
・
断
代
史
・
分
国
の
書
・
衆
を
集
め
て
官
修
せ
る
書
、
そ
の
他
色
々
の
も
の
が
あ
り
、
各
々

書
方
、
家
法
を
異
に
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
を
校
讐
の
法
に
て
辨
別
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。（
三
）
剪
裁
の
法
を
立
て
る
こ
と
で

あ
る
。
史
籍
考
を
作
る
に
就
て
無
用
の
冗
文
の
な
い
や
う
、各
々
の
歴
史
の
肝
要
な
所
を
明
ら
か
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
逸
篇
を
採
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
逸
の
如
く
上
古
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
隋
よ
り
以
前
の
書
で
今
日
亡
佚
し
た
も
の

を
取
る
の
で
あ
る
。
隋
書
経
籍
志
考
証
の
や
う
な
考
で
あ
る
。（
五
）嫌
名
を
辨
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
史
記
と
い
ふ
名
の
如
き
、

太
史
公
の
時
は
な
く
、
後
に
な
つ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
旧
五
代
史
は
当
時
は
五
代
史
と
称
し
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
五
代
史
記

が
出
来
て
、
そ
れ
を
新
五
代
史
と
称
し
た
の
に
対
し
て
か
く
称
す
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ま
ぎ
ら
は
し
い
名
称
を
辨

じ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。（
六
）
経
部
に
通
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
古
は
経
史
の
別
が
な
か
つ
た
が
、
後
に
な
つ
て
二
つ
に
分
れ
た
。

故
に
今
日
経
書
中
に
も
史
料
と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
で
朱
彝
尊
の
経
義
考
の
中
に
出
て
ゐ
る
も
の
で
も
史
学
に
必

要
な
も
の
は
史
籍
考
の
中
に
出
さ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。（
七
）
子
部
を
擇
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
た
子
書
の
中
で
歴
史
に
関

係
あ
る
も
の
を
採
つ
て
史
籍
考
に
記
さ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。（
八
）
集
部
を
裁
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
同
じ
く
古
人
の
文
集

中
に
は
随
分
歴
史
と
関
係
あ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
採
ら
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。（
九
）
方
志
即
ち
地
方
志
を
選
ぶ
こ
と
で

あ
る
。（
十
）
譜
牒
を
擇
ぶ
こ
と
で
あ
る
。（
十
一
）
考
異
を
精
し
く
書
く
こ
と
で
あ
る
。（
十
二
）
板
刻
を
詳
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
板
刻
の
源
流
を
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
十
三
）
制
書
を
尊
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
歴
代
の
天
子
の
実
録
・
宝
訓
・
方

略
の
如
き
欽
定
の
書
を
尊
ぶ
。（
十
四
）禁
例
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
書
籍
の
禁
止
さ
れ
た
も
の
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。
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（
十
五
）
採
摭
を
詳
に
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
現
存
の
書
は
そ
の
叙
目
凡
例
を
ぬ
き
書
き
し
、
亡
逸
の
書
は
群
書
の
記
載
を
捜
し
出

し
、
出
来
る
だ
け
詳
し
く
材
料
を
蒐
め
て
長
編
を
作
り
、
然
る
後
こ
れ
を
適
当
に
刪
つ
て
史
籍
考
を
作
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
章
学

誠
は
以
上
の
如
き
方
針
で
史
籍
考
を
作
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
事
業
で
あ
る
。
又
章
学
誠
の
立
て
た
こ
の
分

類
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
も
疑
問
で
あ
る
。
且
つ
又
章
学
誠
は
博
識
と
い
ふ
の
で
も
な
く
、
又
考
証
学
に
も
あ
ま
り
長
じ
て
居
ら

ぬ
か
ら
、
彼
が
か
か
る
も
の
を
作
つ
て
も
、
そ
れ
が
考
証
学
を
す
る
人
の
如
く
う
ま
く
成
功
し
た
か
ど
う
か
も
問
題
で
あ
る
。
序
録
・

分
類
だ
け
出
来
て
本
文
が
出
来
な
か
つ
た
の
が
幸
ひ
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
と
に
か
く
こ
れ
は
大
計
画
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
中
に

畢
沅
が
死
ん
で
、
章
学
誠
は
湖
北
に
永
く
居
ら
れ
な
か
つ
た
為
め
に
中
止
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
勿
論
こ
の
義
例
に
よ
つ
て
、
後
の

者
が
や
れ
ば
や
れ
る
が
、
非
常
に
多
く
の
書
を
見
る
便
宜
の
あ
る
人
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。

本
訳
注
で
は
冒
頭
の
総
説
と
十
五
則
を
十
六
の
段
落
に
わ
け
て
、
各
々
原
文
・
訓
読
・
現
代
語
訳
・
訳
注
の
順
に
ま
と
め
た
。

﹇
注
﹈

­

一 

『
史
籍
考
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
胡
適
・
姚
名
達
『
章
實
齋
先
生
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
二
九
年
）、
羅
炳
綿
「
史
籍
考
修
纂
的
探
討
」（
食
貨

史
学
叢
書
『
清
代
学
術
論
集
』、
食
貨
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）、
上
掲
『
校
讎
通
義
通
解
』、
林
存
陽
「『
史
籍
考
』
編
纂
始
末
辨
析
」（『
故
宮
博
物
院

院
刊
』、
二
〇
〇
六
年
一
期
）、
喬
治
忠
「『
史
籍
考
』
編
纂
問
題
的
幾
点
考
析
」（『
史
学
史
研
究
』、
二
〇
〇
九
年
二
期
）
を
参
照
。­

­

二 

『
経
義
考
』
三
百
巻
は
、
二
十
九
項
目
（
御
注
勅
撰
・
易
・
書
・
詩
・
周
礼
・
儀
礼
・
礼
記
・
通
礼
・
楽
・
春
秋
・
論
語
・
孝
経
・
孟
子
・
爾
雅
・
群
経
・
四
書
・

逸
経
・
毖
緯
・
擬
経
・
師
承
・
宣
講
・
立
学
・
刊
石
・
書
壁
・
鏤
板
・
著
録
・
通
説
・
家
学
・
自
序
）
を
立
て
、
経
書
に
関
す
る
書
籍
の
撰
者
・
書
名
・

巻
数
を
著
録
し
、
巻
数
の
異
同
お
よ
び
存
・
佚
・
闕
・
未
見
の
別
を
記
し
、
原
書
の
序
跋
は
も
と
よ
り
、
原
書
に
関
す
る
記
述
・
言
及
を
諸
資
料
か
ら
捜
集
、

摘
録
し
、
適
宜
、
案
語
を
付
す
輯
録
体
の
提
要
で
あ
る
。­

­

三­

「
上
畢
制
府
書
」
に
「
學
誠
始
侍
鈴
轅
、在
丁
未
（
乾
隆
五
十
二
年
）
之
仲
冬
。
其
端
自
永
清
周
尹
發
之
。
周
尹
見
秀
水
朱
氏
作
『
經
義
考
』、未
及
於
史
、

以
謂
學
塗
之
關
、
仰
知
閣
下
心
羅
二
十
三
史
之
古
、
文
綜
八
十
一
家
之
奇
、
而
學
誠
於
史
學
略
窺
涯
涘
、
可
以
備
鈔
胥
而
佐
丹
鉛
、
是
以
覼
樓
於
閣
下
、

而
督
學
誠
以
行
役
。」
と
あ
る
。­

­

四­

光
緒
十
八
（
一
八
九
二
）
年
に
記
さ
れ
た
潘
駿
文
「
乾
坤
正
気
集
跋
」
に
「
先
公
尚
有
增
訂
『
史
籍
攷
』
一
書
、
亦
與
斯
集
同
時
讐
校
。
係
因
畢
秋
帆
・

謝
蘊
山
兩
先
生
原
本
爲
巻
三
百
卅
有
三
、
原
書
採
擇
未
精
頗
多
複
漏
。　

先
公
因
延
旌
德
呂
文
飾
・
日
照
許
印
林
（
瀚
）・
儀
徵
劉
伯
山
（
毓
崧
）・
同
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邑
包
孟
開
（
慎
言
）
諸
先
生
、
分
類
編
輯
刪
繁
補
缺
、
仍
照
朱
竹
坨
『
經
義
考
』
定
爲
三
百
卷
。
而
補
錄
存
佚
之
書
、
視
原
稿
增
四
之
一
、
詳
審

覺

改
觀
寫
成
清
本
、
待
付
手
民
、
乃
與
藏
書
同
歸
一
炬
、
並
原
稿
亦
不
復
存
。」
と
あ
る
。
姚
名
達
『
中
国
目
録
学
史
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
七
年
版
）

の
王
重
民
「
後
記
」
参
照
。­

­

五­

袁
行
雲
『
許
瀚
年
譜
』（
斉
魯
書
社
、一
九
八
三
年
）
第
一
八
四
頁
参
照
。
山
東
図
書
館
蔵
道
光
二
十
六
（
一
八
四
六
）
年
許
瀚
手
稿
「
擬
史
籍
考
校
例
」

は
山
東
文
献
集
成
第
二
輯
第
二
一
冊
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。­

六­

『
史
籍
考
』
に
関
す
る
章
学
誠
の
言
及
は
、「
報
孫
淵
如
書
」（
嘉
業
堂
本
『
章
氏
遺
書
』
巻
九
）、「
與
邵
二
雲
書
」（
同
九
巻
）、「
與
邵
二
雲
書
」（
同
一
三
巻
）、

「
與
洪
穉
存
博
士
書
」（
同
二
二
巻
）、「
與
孫
淵
如
書
」（
同
二
九
巻
）、「
上
朱
中
堂
世
叔
」（
同
二
八
巻
）、「
與
邢
會
稽
」（
同
二
八
巻
）、「
與
趙
山
陰
」（
同

二
八
巻
）、「
與
汪
龍
莊
簡
」（
同
二
九
巻
）、「
與
阮
學
使
論
求
遺
書
」（
同
二
九
巻
）、「
上
畢
制
府
書
」（
同
補
遺
）、「
又
上
朱
大
司
馬
書
」（
同
補
遺
）、「
又

與
朱
少
白
」（
同
補
遺
續
）
な
ど
の
諸
篇
に
み
え
る
。­

­

七­

王
重
民
に
よ
れ
ば
こ
の
十
二
部
、五
十
五
目
、三
百
二
十
五
巻
と
い
う
数
字
は
、章
学
誠
の
定
稿
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、「
史
考
釈
例
」
に
「
分
十
二
綱
、

析
五
十
七
目
」
と
あ
る
の
は
当
初
の
計
画
、
謝
啓
昆
「
復
孫
淵
如
觀
察
」
に
「
五
百
餘
卷
」（『
樹
経
堂
文
集
』
巻
四
）
と
あ
る
の
は
作
業
段
階
に
お
け

る
大
ま
か
な
見
積
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、
上
掲
『
章
実
斎
先
生
年
譜
』
に
よ
れ
ば
「
史
籍
考
総
目
」
は
馬
叙
倫
が
楊
見
心
が
所
蔵
す
る
未
刊
行
の
一

巻
か
ら
抄
出
し
た
も
の
と
い
う
。­

­

八­

計
算
上
は
三
百
二
十
三
巻
で
あ
る
。­

キ
ー
ワ
ー
ド
：
章
学
誠　

史
籍
考　

論
修
史
籍
考
要
略　

史
考
釈
例　

校
讎
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邑
包
孟
開
（
慎
言
）
諸
先
生
、
分
類
編
輯
刪
繁
補
缺
、
仍
照
朱
竹
坨
『
經
義
考
』
定
爲
三
百
卷
。
而
補
錄
存
佚
之
書
、
視
原
稿
增
四
之
一
、
詳
審

覺

改
觀
寫
成
清
本
、
待
付
手
民
、
乃
與
藏
書
同
歸
一
炬
、
並
原
稿
亦
不
復
存
。」
と
あ
る
。
姚
名
達
『
中
国
目
録
学
史
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
七
年
版
）

の
王
重
民
「
後
記
」
参
照
。­

­

五­

袁
行
雲
『
許
瀚
年
譜
』（
斉
魯
書
社
、一
九
八
三
年
）
第
一
八
四
頁
参
照
。
山
東
図
書
館
蔵
道
光
二
十
六
（
一
八
四
六
）
年
許
瀚
手
稿
「
擬
史
籍
考
校
例
」

は
山
東
文
献
集
成
第
二
輯
第
二
一
冊
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。­

六­

『
史
籍
考
』
に
関
す
る
章
学
誠
の
言
及
は
、「
報
孫
淵
如
書
」（
嘉
業
堂
本
『
章
氏
遺
書
』
巻
九
）、「
與
邵
二
雲
書
」（
同
九
巻
）、「
與
邵
二
雲
書
」（
同
一
三
巻
）、

「
與
洪
穉
存
博
士
書
」（
同
二
二
巻
）、「
與
孫
淵
如
書
」（
同
二
九
巻
）、「
上
朱
中
堂
世
叔
」（
同
二
八
巻
）、「
與
邢
會
稽
」（
同
二
八
巻
）、「
與
趙
山
陰
」（
同

二
八
巻
）、「
與
汪
龍
莊
簡
」（
同
二
九
巻
）、「
與
阮
學
使
論
求
遺
書
」（
同
二
九
巻
）、「
上
畢
制
府
書
」（
同
補
遺
）、「
又
上
朱
大
司
馬
書
」（
同
補
遺
）、「
又

與
朱
少
白
」（
同
補
遺
續
）
な
ど
の
諸
篇
に
み
え
る
。­

­

七­

王
重
民
に
よ
れ
ば
こ
の
十
二
部
、五
十
五
目
、三
百
二
十
五
巻
と
い
う
数
字
は
、章
学
誠
の
定
稿
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、「
史
考
釈
例
」
に
「
分
十
二
綱
、

析
五
十
七
目
」
と
あ
る
の
は
当
初
の
計
画
、
謝
啓
昆
「
復
孫
淵
如
觀
察
」
に
「
五
百
餘
卷
」（『
樹
経
堂
文
集
』
巻
四
）
と
あ
る
の
は
作
業
段
階
に
お
け

る
大
ま
か
な
見
積
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、
上
掲
『
章
実
斎
先
生
年
譜
』
に
よ
れ
ば
「
史
籍
考
総
目
」
は
馬
叙
倫
が
楊
見
心
が
所
蔵
す
る
未
刊
行
の
一

巻
か
ら
抄
出
し
た
も
の
と
い
う
。­

­

八­

計
算
上
は
三
百
二
十
三
巻
で
あ
る
。­

キ
ー
ワ
ー
ド
：
章
学
誠　

史
籍
考　

論
修
史
籍
考
要
略　

史
考
釈
例　

校
讎
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「
論
修
史
籍
考
要
略
」

 

総
説

【
原
文
】

校
讎
著
錄
﹇
注
一
﹈、
自
古
爲
難
。
二
十
一
家
之
書
﹇
注
二
﹈、
志

典
籍
者
僅
有
漢
・
隋
・
唐
・
宋
四
家
﹇
注
三
﹈、
餘
則
闕
如
。『
明
史
』

止
錄
有
明
一
代
著
述
、
不
錄
前
代
留
遺
、
非
故
爲
闕
略
也
、
蓋

無
專
門
著
錄
名
家
勒
爲
成
書
、
以
作
憑
藉
也
﹇
注
四
﹈。
史
志
﹇
注
五
﹈

篇
幅
有
限
、
故
止­

記
部
目
﹇
注
六
﹈、
且
亦
不
免
錯
訛
﹇
注
七
﹈。
私

家
記
載
、
間
有
考
訂
、
僅
就
耳
目
所
見
、
不
能
悉
覽
無
遺
。
朱

竹
垞
氏
『
經
義
』
一
考
、
爲
功
甚
鉅
。
旣
辨
經
籍
存
亡
、
且
採

羣
書
敘
錄
、
間
爲
案
斷
、
以
折
其
衷
、
後
人
溯
經
藝
者
所
攸
賴

矣
﹇
注
八
﹈。
第
類
例
間
有
未
盡
、
則
創
始
之
難
﹇
注
九
﹈。
而
所
收

止
於
經
部
、
則
史
籍
浩
繁
、
一
人
之
力
不
能
兼
盡
、
勢
固
不
能

無
待
於
後
人
也
。
今
擬
修
『
史
籍
考
』、
一
倣
朱
氏
成
法
、
少

加
變
通
、
蔚
爲
鉅
部
、
以
存
經
緯
相
宣
之
意
。

【
訓
読
文
】

校
讎
著
録
、
古
よ
り
難
し
と
為
す
。
二
十
一
家
の
書
、
典
籍

を
志
す
者
僅
か
に
漢
・
隋
・
唐
・
宋
の
四
家
有
り
、
餘
は
則
ち

闕
如
た
り
。『
明
史
』
は
止
だ
録
し
て
明
一
代
の
著
述
の
み
有

り
、
前
代
の
留
遺
を
録
さ
ざ
る
は
、
故
よ
り
闕
略
を
為
す
に
非

ざ
る
な
り
、
蓋
し
著
録
を
専
門
と
す
る
名
家
の
勒
し
て
成
書
を

為
し
、
以
て
憑
藉
と
作
す
無
け
れ
ば
な
り
。
史
志
は
篇
幅
に
限

り
有
り
、
故
に
止
だ
部
目
を
記
し
、
且
つ
亦
た
錯
訛
を
免
れ
ず
。

私
家
の
記
載
は
、
間
々
考
訂
有
る
も
、
僅
か
に
耳
目
の
見
る
所

に
就
き
、悉
覧
し
て
遺
無
き
こ
と
能
わ
ず
。
朱
竹
垞
氏
『
経
義
』

一
考
、
功
を
為
す
こ
と
甚
だ
鉅
い
な
り
。
既
に
経
籍
の
存
亡
を

辨
じ
、
且
つ
羣
書
の
叙
録
を
採
り
、
間
々
案
断
を
為
し
て
、
以

て
其
の
衷
を
折
り
、
後
人
の
経
藝
に
溯
る
者
の
攸
頼
す
る
所
な

り
。
第
だ
類
例
に
間
〻
未
だ
尽
く
さ
ざ
る
有
る
は
、
則
ち
創
始

の
難
き
な
り
。
而
し
て
収
む
る
所
は
経
部
に
止
ま
る
、
則
ち
史

籍
は
浩
繁
に
し
て
、
一
人
の
力
も
て
兼
尽
す
る
こ
と
能
わ
ず
、

勢
い
固
よ
り
後
人
に
待
つ
無
き
こ
と
能
わ
ず
。
今
『
史
籍
考
』

を
擬
修
す
る
に
、
一
に
朱
氏
の
成
法
に
倣
い
、
少
し
く
変
通
を

加
え
、
蔚
と
し
て
鉅
部
を
為
し
、
以
て
経
緯
相
宣
ぶ
る
意
を
存

す
。
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【
現
代
語
訳
】

校
讎
と
著
録
は
、
古
く
か
ら
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
一

史
で
典
籍
を
記
録
す
る
も
の
は
わ
ず
か
に『
漢
書
』『
隋
書
』『
唐

書
』『
宋
書
』の
四
家
の
み
で
そ
の
他
に
は
欠
け
て
い
る
。『
明
史
』

が
明
一
代
の
著
述
に
と
ど
ま
っ
て
、
前
代
か
ら
伝
わ
っ
た
典
籍

を
著
録
し
な
い
の
は
、
元
々
、
省
略
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
お
そ
ら
く
は
、
依
拠
す
べ
き
、
著
録
を
専
門
と
す
る
一

廉
の
人
物
が
ま
と
め
た
目
録
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
史

志
は
篇
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
部
目
書
名
を
記
す
に
と
ど
ま

り
、
ま
た
、
誤
り
も
免
れ
な
い
。
一
方
、
私
家
の
記
載
に
は
時

折
考
訂
は
あ
る
も
の
の
、
個
人
の
見
聞
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、

諸
資
料
を
周
覧
し
て
遺
漏
な
し
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
の
点
朱
竹
垞
氏
の
『
経
義
考
』
が
あ
げ
た
功
績
は
非
常
に
大

き
い
。
経
籍
の
存
亡
を
弁
じ
た
だ
け
で
な
く
、
群
書
の
叙
録
を

採
録
し
、
時
折
、
考
察
を
加
え
て
諸
説
を
折
衷
し
、
経
藝
を
遡

ろ
う
と
す
る
後
人
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
類
別
と
体

例
に
間
々
最
善
と
い
え
な
い
も
の
が
あ
る
の
は
創
始
の
難
し
さ

と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
収
録
範
囲
は
経
部
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
史
籍
は
浩
繁
で
あ
り
、
個
人
の
力
で
は
や
り

き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
然
、
後
継
者
を
待
つ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
今
、『
史
籍
考
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
朱
氏
の
た

て
た
規
範
に
な
ら
い
、
少
し
く
変
更
を
加
え
、
蔚
然
た
る
鉅
帙

を
な
し
、
縦
糸
た
る
経
書
と
横
糸
た
る
史
書
が
相
互
に
引
き
立

て
あ
う
意
義
を
と
ど
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈「
校
讎
著
録
」
は
、
書
籍
の
分
類
・
配
列
等
を
通
し
て
学
術
の
類
別

と
源
流
を
闡
明
し
目
録
に
反
映
す
る
こ
と
。
校
讎
通
義
叙
に
「
校
讎
之

義
…
…
部
次
條
別
、
將
以
辨
章
學
術
、
考
鏡
源
流
」
と
あ
る
。

﹇
二
﹈「
二
十
一
史
」
は
、
明
の
万
暦
年
間
に
国
子
監
が
刊
行
し
た
『
史
記
』

『
漢
書
』『
後
漢
書
』『
三
国
志
』『
晋
書
』『
宋
書
』『
南
斉
書
』『
梁
書
』『
陳

書
』『
魏
書
』『
北
斉
書
』『
周
書
』『
隋
書
』『
南
史
』『
北
史
』『
新
唐
書
』

『
新
五
代
史
』『
宋
史
』『
遼
史
』『
金
史
』『
元
史
』を
い
う
。『
日
知
錄
』「
監

本
二
十
一
史
」
に
「
宋
時
止
有
十
七
史
、
今
則
並
宋
、
遼
、
金
、
元
四

史
爲
二
十
一
史
。」
と
あ
る
。 

 ﹇
三
﹈「
漢
・
隋
・
唐
・
宋
四
家
」
は
、『
漢
書
』
藝
文
志
、『
隋
書
』
経
籍
志
、

『
旧
唐
書
』
経
籍
志
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
、『
宋
史
』
藝
文
志
を
い
う
。 

﹇
四
﹈　
『
明
史
』
藝
文
志
は
明
一
代
の
著
述
の
み
を
対
象
と
し
て
前
史
に

著
録
す
る
も
の
を
掲
載
し
な
い
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
総
序
は
「
四

部
之
目
、
昉
自
荀
勗
、
晉
宋
以
來
因
之
。
前
史
兼
錄
古
今
載
籍
、
以
爲
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【
現
代
語
訳
】

校
讎
と
著
録
は
、
古
く
か
ら
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
一

史
で
典
籍
を
記
録
す
る
も
の
は
わ
ず
か
に『
漢
書
』『
隋
書
』『
唐

書
』『
宋
書
』の
四
家
の
み
で
そ
の
他
に
は
欠
け
て
い
る
。『
明
史
』

が
明
一
代
の
著
述
に
と
ど
ま
っ
て
、
前
代
か
ら
伝
わ
っ
た
典
籍

を
著
録
し
な
い
の
は
、
元
々
、
省
略
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
お
そ
ら
く
は
、
依
拠
す
べ
き
、
著
録
を
専
門
と
す
る
一

廉
の
人
物
が
ま
と
め
た
目
録
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
史

志
は
篇
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
部
目
書
名
を
記
す
に
と
ど
ま

り
、
ま
た
、
誤
り
も
免
れ
な
い
。
一
方
、
私
家
の
記
載
に
は
時

折
考
訂
は
あ
る
も
の
の
、
個
人
の
見
聞
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、

諸
資
料
を
周
覧
し
て
遺
漏
な
し
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
の
点
朱
竹
垞
氏
の
『
経
義
考
』
が
あ
げ
た
功
績
は
非
常
に
大

き
い
。
経
籍
の
存
亡
を
弁
じ
た
だ
け
で
な
く
、
群
書
の
叙
録
を

採
録
し
、
時
折
、
考
察
を
加
え
て
諸
説
を
折
衷
し
、
経
藝
を
遡

ろ
う
と
す
る
後
人
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
類
別
と
体

例
に
間
々
最
善
と
い
え
な
い
も
の
が
あ
る
の
は
創
始
の
難
し
さ

と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
収
録
範
囲
は
経
部
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
史
籍
は
浩
繁
で
あ
り
、
個
人
の
力
で
は
や
り

き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
然
、
後
継
者
を
待
つ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
今
、『
史
籍
考
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
朱
氏
の
た

て
た
規
範
に
な
ら
い
、
少
し
く
変
更
を
加
え
、
蔚
然
た
る
鉅
帙

を
な
し
、
縦
糸
た
る
経
書
と
横
糸
た
る
史
書
が
相
互
に
引
き
立

て
あ
う
意
義
を
と
ど
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈「
校
讎
著
録
」
は
、
書
籍
の
分
類
・
配
列
等
を
通
し
て
学
術
の
類
別

と
源
流
を
闡
明
し
目
録
に
反
映
す
る
こ
と
。
校
讎
通
義
叙
に
「
校
讎
之

義
…
…
部
次
條
別
、
將
以
辨
章
學
術
、
考
鏡
源
流
」
と
あ
る
。

﹇
二
﹈「
二
十
一
史
」
は
、
明
の
万
暦
年
間
に
国
子
監
が
刊
行
し
た
『
史
記
』

『
漢
書
』『
後
漢
書
』『
三
国
志
』『
晋
書
』『
宋
書
』『
南
斉
書
』『
梁
書
』『
陳

書
』『
魏
書
』『
北
斉
書
』『
周
書
』『
隋
書
』『
南
史
』『
北
史
』『
新
唐
書
』

『
新
五
代
史
』『
宋
史
』『
遼
史
』『
金
史
』『
元
史
』を
い
う
。『
日
知
錄
』「
監

本
二
十
一
史
」
に
「
宋
時
止
有
十
七
史
、
今
則
並
宋
、
遼
、
金
、
元
四

史
爲
二
十
一
史
。」
と
あ
る
。 

 ﹇
三
﹈「
漢
・
隋
・
唐
・
宋
四
家
」
は
、『
漢
書
』
藝
文
志
、『
隋
書
』
経
籍
志
、

『
旧
唐
書
』
経
籍
志
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
、『
宋
史
』
藝
文
志
を
い
う
。 

﹇
四
﹈　
『
明
史
』
藝
文
志
は
明
一
代
の
著
述
の
み
を
対
象
と
し
て
前
史
に

著
録
す
る
も
の
を
掲
載
し
な
い
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
総
序
は
「
四

部
之
目
、
昉
自
荀
勗
、
晉
宋
以
來
因
之
。
前
史
兼
錄
古
今
載
籍
、
以
爲
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皆
其
時
柱
下
之
所
有
也
。
明
萬
曆
中
、
修
撰
焦
竑
修
國
史
、
輯
經
籍
志
、

號
稱
詳
博
。
然
延
閣
廣
内
之
藏
、
竑
亦
無
從
徧
覽
、
則
前
代
陳
編
、
何

慿
記
録
。
區
區
掇
拾
遺
聞
、
冀
以
上
承
隋
志
。
而
贋
書
錯
列
、
徒
滋
譌

舛
。
故
今
第
就
二
百
七
十
年
各
家
著
述
稍
為
釐
次
、
勒
成
一
志
。
凡
卷

數
莫
考
、
疑
信
未
定
者
、
寧
闕
而
不
詳
云
。」
と
、
焦
竑
『
国
史
経
籍

志
』
の
不
備
を
指
摘
す
る
（『
国
史
経
籍
志
』
に
つ
い
て
は
『
四
庫
提
要
』

が
「
其
書
叢
抄
舊
目
、
無
所
考
核
、
不
論
存
亡
、
率
爾
濫
載
。
古
來
目

錄
惟
是
書
最
不
足
憑
」
と
酷
評
し
て
い
る
）。
一
方
、
北
京
図
書
館
蔵

旧
抄
本
万
斯
同
『
明
史
稿
』
藝
文
志
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う  

倪
燦

「
明
史
藝
文
志
序
」（『
明
史
藝
文
志
・
補
編
・
附
編
』〔
商
務
印
書
館
、

一
九
五
九
年
〕
に
よ
る
）
に
は
「
前
代
史
志
、
皆
錄
古
今
之
書
、
以
其

爲
中
秘
書
藏
、
著
一
代
之
所
有
。
今
文
淵
之
目
、
既
不
可
憑
。
且
其
書

僅
及
元
季
、
三
百
年
作
者
缺
焉
、
此
亦
未
足
稱
記
載
也
。
故
特
更
其
例
、

去
前
代
之
陳
編
、
紀
一
朝
之
著
述
。」
と
あ
り
、『
文
淵
閣
書
目
』
の
不

足
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、王
鴻
緒『
明
史
稿
』藝
文
志
の
序
に
は「
明

季
秘
書
已
亡
、
則
前
代
陳
編
、
無
憑
記
載
。
第
就
二
百
七
十
年
各
家
著

述
、
足
成
一
志
。
爰
取
士
大
夫
家
藏
目
錄
、
稍
爲
釐
次
。
凡
巻
數
莫
考
、

疑
信
未
定
者
、
寧
闕
而
不
詳
云
。」
と
あ
り
、
私
家
の
蔵
書
目
録
を
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
た
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
私
家
の
蔵
書
目
録
は
『
明
史
』

編
纂
に
あ
ず
か
っ
て
「
明
史
藝
文
志
稿
」
を
撰
し
た
黄
虞
稷
の
『
千
頃

堂
書
目
』
と
さ
れ
る
が
、
両
者
の
関
係
や
成
立
の
先
後
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
る
（
井
上
進
「『
千
頃
堂
書
目
』
と
『
明
史
藝
文
志
』
稿
」〔『
東

洋
史
研
究
』
五
七
–
二
、一
九
九
八
年
〕
参
照
）。
な
お
、『
四
庫
提
要
』

史
部
正
史
類
二
に
は
『
明
史
』
藝
文
志
が
一
代
限
り
の
著
述
を
収
録
範

囲
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
藝
文
志
惟
載
明
人
著
述
而
前
史
著
錄
者
不

載
、
其
例
始
於
宋
孝
王
『
關
中
風
俗
傳
』。
劉
知
幾
『
史
通
』
又
反
覆

申
明
於
義
為
允
。
唐
以
來
弗
能
用
、
今
用
之
也
。」
と
評
価
し
て
い
る
。 

 ﹇
五
﹈「
史
志
」
と
は
、
正
史
の
藝
文
志
・
経
籍
志
の
ほ
か
、
そ
れ
ら
を
補

訂
し
た
も
の
、
も
と
も
と
藝
文
志
・
経
籍
志
を
お
か
な
い
正
史
に
か
わ
っ

て
後
人
が
撰
し
た
も
の
、
そ
の
他
史
書
に
収
め
ら
れ
る
目
録
な
ど
を
い

う
が
、
こ
こ
で
は
正
史
の
藝
文
志
・
経
籍
志
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。 

﹇
六
﹈「
止
記
部
目
」
と
は
、
旧
唐
志
以
降
、
部
目
と
書
名
を
主
要
な
構
成

要
素
と
し
、
総
序
は
と
も
か
く
、
大
小
類
の
序
や
提
要
を
欠
く
こ
と
を

い
う
。 

 ﹇
七
﹈
例
え
ば
、『
宋
史
』
藝
文
志
は
、
宋
代
に
編
ま
れ
た
四
部
の
国
史
藝

文
志
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
重
複
を
削
り
、
史
館
に
蔵
さ
れ
て
い
た
寧

宗
以
後
の
書
物
を
補
っ
て
、
九
千
八
百
部
、
十
一
万
九
千
九
百
七
十
二

巻
を
著
録
し
た
が
、
後
に
黄
虞
稷
・
倪
燦
・
盧
文
弨
が
『
宋
史
藝
文
志
補
』

を
撰
し
て
、六
百
七
十
八
家
、一
万
二
千
七
百
四
十
二
巻
を
補
っ
た
。『
四

庫
提
要
』
は
「
宋
史
藝
文
志
、
紕
漏
顚
倒
、
瑕
隙
百
出
。
於
諸
史
志
中
、
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最
爲
叢
脞
。」（
目
録
類
「
崇
文
総
目
」
項
）
と
酷
評
し
て
い
る
。 

﹇
八
﹈『
四
庫
提
要
』
は
「
毎
一
書
、
前
列
撰
人
姓
氏
・
書
名
・
卷
數
。
其

卷
數
有
異
同
者
、
則
註
某
書
作
幾
卷
。
次
列
存
・
佚
・
闕
・
未
見
字
。

次
列
原
書
序
跋
、
諸
儒
論
説
、
及
其
人
之
爵
里
。
彝
尊
有
所
考
正
者
、

即
附
列
案
語
於
末
。
…
…
上
下
二
千
年
閒
。
元
元
本
本
。
使
傳
經
原
委
。

一
一
可
稽
。
亦
可
以
云
詳
贍
矣
。」（
目
録
類
「
経
義
考
」）
と
、『
経
義
考
』

の
体
例
を
ま
と
め
、
そ
の
成
果
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。 

﹇
九
﹈『
四
庫
提
要
』
は
「
惟
序
跋
諸
篇
、
與
本
書
無
所
發
明
者
、
連
篇
備

錄
、未
免
少
冗
。
…
…
彝
尊
是
書
、乃
以
專
説
一
篇
者
、附
錄
全
經
之
末
、

遂
令
時
代
參
錯
、
於
例
亦
爲
未
善
。
…
…
至
所
註
佚
闕
未
見
、
今
以
四

庫
所
錄
校
之
、
往
往
其
書
具
存
、
彝
尊
所
言
、
不
盡
可
據
。」（
目
録
類

「
経
義
考
」）
と
し
て
、
内
容
と
は
無
関
係
の
序
跋
ま
で
引
く
た
め
に
冗

長
で
あ
る
こ
と
、（
繋
辞
伝
や
洪
範
な
ど
特
定
の
篇
に
関
す
る
）
専
論

を
別
に
ま
と
め
て
い
る
た
め
に
時
代
の
先
後
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ

と
、
存
佚
に
関
す
る
記
述
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
『
経
義
考
』

の
瑕
玷
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
孫
詒
譲
「
温
州
経
籍
志
序
例
」

で
は
、
資
料
を
引
用
す
る
際
に
削
除
・
修
正
を
加
え
る
こ
と
、
佚
文
を

引
用
す
る
際
に
そ
の
書
名
の
み
を
記
し
、
出
典
を
示
さ
な
い
こ
と
な
ど

を
『
経
義
考
』
の
欠
点
と
し
て
い
る
。 

第
一
段
（
古
佚
書
は
存
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

一
曰
古
逸
宜
存
。
史
之
部
次
後
於
經
、
而
史
之
原
起
實
先
於

經
﹇
注
一
﹈。『
周
官
』
外
史
掌
三
皇
五
帝
之
書
﹇
注
二
﹈、
蒼
頡
嘗
爲

黃
帝
之
史
﹇
注
三
﹈、
則
經
名
未
立
而
先
有
史
矣
。
後
世
著
錄
、
惟

以
『
史
』『
漢
』
爲
首
、
則
『
尙
書
』『
春
秋
』
尊
爲
經
訓
故
也

﹇
注
四
﹈。
今
作
『
史
考
』、
宜
具
原
委
、
凡
『
六
經
』『
左
』『
國
』

周
秦
諸
子
所
引
古
史
逸
文
、如
『
左
傳
』
所
稱
『
軍
志
』『
周
志
』

﹇
注
五
﹈、『
大
戴
』
所
稱
『
丹
書
』『
青
史
』
之
類
﹇
注
六
﹈、略
倣
『
玉

海
』
藝
文
之
意
﹇
注
七
﹈、
首
標
古
逸
一
門
、
以
討
其
原
。

【
訓
読
文
】

一
に
曰
わ
く
古
逸
は
宜
し
く
存
す
べ
し
。
史
の
部
次
は
経
に

後
る
、
而
る
に
史
の
原
起
は
実
に
経
に
先
ん
ず
。『
周
官
』
外

史
は
三
皇
五
帝
の
書
を
掌
り
、
蒼
頡
は
嘗
て
黄
帝
の
史
為
り
、

則
ち
経
名
未
だ
立
た
ざ
る
に
而
し
て
先
ず
史
有
り
。
後
世
の
著

録
、惟
だ
『
史
』『
漢
』
を
以
て
首
と
為
す
は
、則
ち
『
尚
書
』『
春

秋
』尊
ば
れ
て
経
訓
と
為
る
が
故
な
り
。
今『
史
考
』を
作
る
に
、

宜
し
く
原
委
を
具
う
べ
し
、
凡
そ
『
六
経
』『
左
』『
国
』
周
秦
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最
爲
叢
脞
。」（
目
録
類
「
崇
文
総
目
」
項
）
と
酷
評
し
て
い
る
。 

﹇
八
﹈『
四
庫
提
要
』
は
「
毎
一
書
、
前
列
撰
人
姓
氏
・
書
名
・
卷
數
。
其

卷
數
有
異
同
者
、
則
註
某
書
作
幾
卷
。
次
列
存
・
佚
・
闕
・
未
見
字
。

次
列
原
書
序
跋
、
諸
儒
論
説
、
及
其
人
之
爵
里
。
彝
尊
有
所
考
正
者
、

即
附
列
案
語
於
末
。
…
…
上
下
二
千
年
閒
。
元
元
本
本
。
使
傳
經
原
委
。

一
一
可
稽
。
亦
可
以
云
詳
贍
矣
。」（
目
録
類
「
経
義
考
」）
と
、『
経
義
考
』

の
体
例
を
ま
と
め
、
そ
の
成
果
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。 

﹇
九
﹈『
四
庫
提
要
』
は
「
惟
序
跋
諸
篇
、
與
本
書
無
所
發
明
者
、
連
篇
備

錄
、未
免
少
冗
。
…
…
彝
尊
是
書
、乃
以
專
説
一
篇
者
、附
錄
全
經
之
末
、

遂
令
時
代
參
錯
、
於
例
亦
爲
未
善
。
…
…
至
所
註
佚
闕
未
見
、
今
以
四

庫
所
錄
校
之
、
往
往
其
書
具
存
、
彝
尊
所
言
、
不
盡
可
據
。」（
目
録
類

「
経
義
考
」）
と
し
て
、
内
容
と
は
無
関
係
の
序
跋
ま
で
引
く
た
め
に
冗

長
で
あ
る
こ
と
、（
繋
辞
伝
や
洪
範
な
ど
特
定
の
篇
に
関
す
る
）
専
論

を
別
に
ま
と
め
て
い
る
た
め
に
時
代
の
先
後
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ

と
、
存
佚
に
関
す
る
記
述
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
『
経
義
考
』

の
瑕
玷
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
孫
詒
譲
「
温
州
経
籍
志
序
例
」

で
は
、
資
料
を
引
用
す
る
際
に
削
除
・
修
正
を
加
え
る
こ
と
、
佚
文
を

引
用
す
る
際
に
そ
の
書
名
の
み
を
記
し
、
出
典
を
示
さ
な
い
こ
と
な
ど

を
『
経
義
考
』
の
欠
点
と
し
て
い
る
。 

第
一
段
（
古
佚
書
は
存
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

一
曰
古
逸
宜
存
。
史
之
部
次
後
於
經
、
而
史
之
原
起
實
先
於

經
﹇
注
一
﹈。『
周
官
』
外
史
掌
三
皇
五
帝
之
書
﹇
注
二
﹈、
蒼
頡
嘗
爲

黃
帝
之
史
﹇
注
三
﹈、
則
經
名
未
立
而
先
有
史
矣
。
後
世
著
錄
、
惟

以
『
史
』『
漢
』
爲
首
、
則
『
尙
書
』『
春
秋
』
尊
爲
經
訓
故
也

﹇
注
四
﹈。
今
作
『
史
考
』、
宜
具
原
委
、
凡
『
六
經
』『
左
』『
國
』

周
秦
諸
子
所
引
古
史
逸
文
、如
『
左
傳
』
所
稱
『
軍
志
』『
周
志
』

﹇
注
五
﹈、『
大
戴
』
所
稱
『
丹
書
』『
青
史
』
之
類
﹇
注
六
﹈、略
倣
『
玉

海
』
藝
文
之
意
﹇
注
七
﹈、
首
標
古
逸
一
門
、
以
討
其
原
。

【
訓
読
文
】

一
に
曰
わ
く
古
逸
は
宜
し
く
存
す
べ
し
。
史
の
部
次
は
経
に

後
る
、
而
る
に
史
の
原
起
は
実
に
経
に
先
ん
ず
。『
周
官
』
外

史
は
三
皇
五
帝
の
書
を
掌
り
、
蒼
頡
は
嘗
て
黄
帝
の
史
為
り
、

則
ち
経
名
未
だ
立
た
ざ
る
に
而
し
て
先
ず
史
有
り
。
後
世
の
著

録
、惟
だ
『
史
』『
漢
』
を
以
て
首
と
為
す
は
、則
ち
『
尚
書
』『
春

秋
』尊
ば
れ
て
経
訓
と
為
る
が
故
な
り
。
今『
史
考
』を
作
る
に
、

宜
し
く
原
委
を
具
う
べ
し
、
凡
そ
『
六
経
』『
左
』『
国
』
周
秦
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諸
子
の
古
史
逸
文
を
引
く
所
、『
左
伝
』
称
す
る
所
の
『
軍
志
』

『
周
志
』、『
大
戴
』
称
す
る
所
の
『
丹
書
』『
青
史
』
の
類
の
如

き
、
略
『
玉
海
』
藝
文
の
意
に
倣
い
、
首
に
古
逸
一
門
を
標
し
、

以
て
其
の
原
を
討
ね
ん
と
す
。

【
現
代
語
訳
】

第
一
に
古
佚
書
は
存
す
べ
き
こ
と
。（
書
目
即
ち
学
術
分
類
に
お

い
て
）
史
部
は
経
部
の
後
ろ
に
位
置
す
る
が
、
史
の
起
源
は
実

は
経
よ
り
も
前
に
あ
っ
た
。『
周
官
』
で
は
外
史
が
三
皇
五
帝

の
書
を
管
掌
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
し
、
倉
頡
は
黄
帝
の
史

官
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
経
と
い
う
名
称
が
ま
だ
な
い
う
ち
に

ま
ず
史
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
後
世
の
著
録
に
お
い
て
は
、

『
史
記
』『
漢
書
』
を
史
部
の
冒
頭
と
し
て
い
る
が
、そ
れ
は
（
史

籍
の
淵
源
で
あ
る
）『
尚
書
』『
春
秋
』
を
尊
重
し
て
経
訓
（
経つ
ね

な
る

訓
え
）
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
今
、『
史
籍
考
』
を
作
る
に
当
た
っ

て
は
、
源
流
と
委
曲
を
そ
な
え
る
べ
く
、
六
経
、『
左
伝
』、『
国

語
』、
周
秦
諸
子
が
引
用
す
る
古
史
の
佚
文
、
た
と
え
ば
、『
左

伝
』
に
み
え
る
『
軍
司
』『
周
志
』、『
大
戴
礼
』
に
み
え
る
『
丹

書
』『
青
史
』
の
類
は
、ほ
ぼ
『
玉
海
』
藝
文
の
意
に
な
ら
っ
て
、

冒
頭
に
「
古
逸
」
の
一
門
を
設
け
、
そ
の
源
流
を
究
め
る
こ
と

と
す
る
。

【
訳
注
】

 ﹇
一
﹈　

章
学
誠
は
、
所
謂
六
経
皆
史
説
を
唱
え
、
経
書
は
も
と
も
と
先
王

の
政
典
で
あ
っ
て
、
職
掌
毎
に
史
が
管
理
し
て
い
た
と
考
え
て
い
た
。

ま
た
、『
文
史
通
義
』
経
解
上
に
、「
六
經
不
言
經
…
…
夫
子
之
時
、
猶

不
名
經
也
…
…
至
於
官
師
既
分
、
處
士
橫
議
、
諸
子
紛
紛
、
著
書
立
説
、

而
文
字
始
有
私
家
之
言
、
不
盡
出
於
典
章
政
教
也
。
儒
家
者
流
、
乃
尊

六
藝
而
奉
以
爲
經
、則
又
不
獨
對
傳
爲
名
也
。
荀
子
曰『
夫
學
始
於
誦
經
、

終
於
習
禮
』。
莊
子
曰
『
孔
子
言
治
詩
・
書
・
禮
・
樂
・
易
・
春
秋
六
經
』、

又
曰
『
繙
十
二
經
、以
見
老
子
』。
荀
莊
皆
出
子
夏
門
人
、而
所
言
如
是
、

六
經
之
名
、
起
於
孔
門
弟
子
亦
明
矣
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
経
と
い
う

名
称
に
つ
い
て
も
、
戦
国
時
代
に
う
ま
れ
た
と
考
え
て
い
た
。 

 ﹇
二
﹈『
周
禮
』
春
官
・
大
宗
伯
に
「
外
史
、
掌
書
外
令
、
掌
四
方
之
志
、

掌
三
皇
五
帝
之
書
。」
と
あ
る
。 

 ﹇
三
﹈
右
の
賈
公
彦
疏
に
「『
世
本
』
作
云
『
蒼
頡
造
文
字
』。
蒼
頡
、
黄

帝
之
史
、
則
文
字
起
於
黄
帝
。
今
此
云
五
帝
之
書
為
可
、
而
云
三
皇
之

書
者
、
三
皇
雖
無
文
、
以
有
文
字
之
後
、
仰
錄
三
皇
、
時
事
故
云
掌
三

皇
之
書
也
。」
と
あ
る
。 

 ﹇
四
﹈「
經
訓
」
は
、
第
七
段
（
経
部
は
通
ず
べ
き
こ
と
）
に
「
今
六
藝
以
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聖
訓
而
尊
」
と
あ
る
「
聖
訓
」
と
同
じ
意
味
で
あ
ろ
う
。『
五
礼
通
考
』

に
「
自
秦
漢
以
來
奉
宗
廟
者
不
本
先
王
之
經
訓
。」
と
あ
る
。 

﹇
五
﹈『
軍
志
』
は
、『
左
伝
』
僖
公
二
十
八
年
に
「
軍
志
曰
允
當
則
歸
、

又
曰
知
難
而
退
、又
曰
有
德
不
可
敵
」
と
あ
り
、そ
の
杜
預
注
に
「
軍
志
、

兵
書
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
宣
公
十
二
年
に
は
「
軍
志
曰
先
人
有
奪
人

之
心
。」、
昭
公
二
十
一
年
伝
「
軍
志
有
之
、
先
人
有
奪
人
之
心
、
後
人

有
待
其
衰
。」
と
あ
る
。

　
　
『
周
志
』
は
、『
左
伝
』
文
公
二
年
に
「
周
志
有
之
、
勇
則
害
上
、
不

登
於
明
堂
。」
と
あ
り
、
そ
の
杜
預
注
に
「
周
志
、
周
書
也
。」
と
、
孔

穎
達
疏
に
「
志
者
、
記
也
。
謂
之
周
志
、
明
是
周
世
之
書
、
不
知
其
書

何
所
名
也
。」
と
あ
る
。 

﹇
六
﹈『
丹
書
』
は
、『
大
戴
礼
』
武
王
践
阼
に
「（
武
王
）
召
師
尚
父
而
問

焉
曰
昔
黄
帝
顓
頊
之
道
存
乎
。
…
…
師
尚
父
曰
在
丹
書
。」
と
あ
る
。 

﹇
七
﹈
王
応
麟
『
玉
海
』
藝
文
志
は
「
正
史
」
の
前
に
「
古
史
」
を
置
い
て
、

諸
資
料
に
み
え
る
古
史
に
関
す
る
記
述
を
も
と
に
、「
虞
史
」「
唐
虞
史

官
典
籍
」「
帝
王
輔
佐
篇
籍
」「
夏
殷
春
秋
・
太
史
図
法
・
殷
冊
書
典
籍
」

「
周
志
」「
周
記
」「
周
考
・
周
紀
」「
周
史
記
」「
周
書
」「
周
諸
侯
史
記
・

魯
史
記
・
魯
史
策
書
・
三
国
史
記
」「
周
百
二
十
国
宝
書
」「
周
載
」「
晋

春
秋
・
楚
書
・
鄭
書
」「
魯
紀
年
」「
孔
子
三
史
」「
八
題
記
」「
青
史
氏
記
」

「
秦
記
」
の
項
目
を
立
て
て
い
る
。

　
　

乾
隆
五
十
三
（
一
七
八
八
）
年
に
記
さ
れ
た
「
與
洪
穉
存
博
士
書
」

（『
章
氏
遺
書
』
巻
二
二
）
に
は
「
三
月
朔
日
爲
始
、排
日
編
輯
『
史
考
』、

檢
閲
『
明
史
』
及
『
四
庫
』
子
部
目
錄
、
中
間
頗
有
感
會
、
增
長
新
鮮
。

惜
不
得
足
下
及
虛
谷
・
仲
子
諸
人
相
與
縱
横
其
議
論
也
。
然
蘊
績
久
之
、

會
當
有
所
發
洩
。
不
知
足
下
及
仲
子
此
時
檢
閲
何
書
。
史
部
提
要
已

鈔
畢
否
。『
四
庫
』
集
部
目
錄
、
便
中
檢
出
、
俟
此
間
子
部
閲
畢
送
上
、

即
可
隨
手
取
集
部
發
交
來
力
也
。『
四
庫
』
之
外
、『
玉
海
』
最
爲
緊
要
、

除
『
藝
文
』
史
部
無
庸
選
擇
外
、
其
餘
天
文
・
地
理
・
禮
樂
・
兵
刑
各
門
、

皆
有
應
採
輯
處
、
不
特
藝
文
一
門
已
也
。」
と
あ
る
。 

第
二
段
（
家
法
は
弁
ず
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

二
曰
家
法
宜
辨
。
校
讎
之
學
與
著
錄
相
爲
表
裏
。
校
讎
類
例

不
清
、
著
錄
終
無
原
委
。
舊
例
以
二
十
一
家
之
言
同
列
正
史

﹇
注
一
﹈、其
實
類
例
不
清
。
馬
遷
乃
通
史
也
、梁
武
『
通
史
』﹇
注
二
﹈、

鄭
樵
『
通
志
』
之
類
屬
之
。
班
固
斷
代
專
門
之
書
也
、
華
・
謝
・

范
・
沈
諸
家
屬
之
。
陳『
志
』分
國
之
書
也
、『
十
六
國
春
秋
』『
九

國
志
』
之
類
屬
之
﹇
注
三
﹈。
南
北
史
斷
取
數
代
之
書
也
、歐
薛
『
五



­–81–

章学誠校讎学論文訳注（三）「論修史籍考要略」

­（12）

代
』諸
史
屬
之
。『
晉
書
』『
唐
書
』集
聚
官
修
之
書
也﹇
注
四
﹈。
宋
・

遼
・
金
・
元
、
諸
史
屬
之
。
家
法
分
明
、
庶
幾
條
理
可
貫
、
而

究
史
學
者
可
以
溯
源
流
矣
。
他
若
編
年
・
故
事
・
職
官
・
儀
注

之
類
、
折
衷
歷
代
藝
文
史
部
子
目
、
以
次
區
分
可
也
。

【
訓
読
文
】

二
に
曰
わ
く
家
法
は
宜
し
く
辨
ず
べ
し
。
校
讎
の
学
と
著
録

と
は
相
い
表
裏
を
為
す
。
校
讎
の
類
例
清
な
ら
ざ
れ
ば
、
著
録

も
終
に
原
委
無
し
。
旧
例
は
二
十
一
家
の
言
を
以
て
同
に
正
史

を
列
す
、其
れ
実
は
類
例
清
な
ら
ず
。
馬
遷
は
乃
ち
通
史
な
り
。

梁
武
『
通
史
』、
鄭
樵
『
通
志
』
の
類
は
之
に
属
す
。
班
固
は

断
代
専
門
の
書
な
り
、
華
・
謝
・
范
・
沈
の
諸
家
は
之
に
属
す
。

陳
『
志
』
は
分
国
の
書
な
り
。『
十
六
国
春
秋
』『
九
国
志
』
の

類
は
之
に
属
す
。
南
北
史
は
数
代
を
断
取
す
る
書
な
り
。
欧
薛

『
五
代
』
諸
史
は
之
に
属
す
。『
晋
書
』『
唐
書
』
は
聚
官
を
集

め
て
修
む
る
書
な
り
。
宋
・
遼
・
金
・
元
の
諸
史
は
之
に
属
す
。

家
法
分
明
な
れ
ば
、
條
理
貫
く
可
く
、
而
し
て
史
学
を
究
む
る

者
の
以
て
源
流
を
溯
る
可
き
を
庶
幾
す
。
他
の
編
年
・
故
事
・

職
官
・
儀
注
の
類
の
若
き
は
、
歴
代
の
藝
文
史
部
の
子
目
を
折

衷
し
、
次
を
以
て
区
分
す
れ
ば
可
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

第
二
に
家
法
は
弁
ず
べ
き
こ
と
。
校
讎
の
学
は
著
録
と
表
裏

を
な
し
て
お
り
、
校
讎
の
類
例
が
明
晰
で
な
い
と
、
著
録
も
結

局
淵
源
委
曲
が
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
。
旧
例
が
二
十
一
史
と

い
う
語
に
よ
っ
て
正
史
を
同
列
に
扱
っ
て
い
る
の
は
、
実
は
類

例
の
明
晰
で
な
い
も
の
で
あ
る
。
司
馬
遷
（
の
家
法
）
は
通
史
で

あ
り
、
梁
武
帝
の
『
通
史
』、
鄭
樵
の
『
通
志
』
の
類
は
こ
れ

に
属
す
。班
固
は
断
代
し
て
一
王
朝
を
専
門
に
扱
う
書
で
あ
り
、

華
嶠
『
後
漢
書
』、
謝
沈
『
後
漢
書
』、
范
曄
『
後
漢
書
』、
沈

約
『
晋
書
』
の
諸
家
は
こ
れ
に
属
す
。
陳
寿
の
『
三
国
志
』
は

分
国
の
書
で
あ
り
、『
十
六
国
春
秋
』『
九
国
志
』
の
類
は
こ
れ

に
属
す
。
南
北
史
は
数
代
を
切
り
取
っ
た
書
で
あ
り
、欧
陽
脩
、

薛
居
正
の
新
旧
『
五
代
史
』
は
こ
れ
に
属
す
。『
晋
書
』『
唐
書
』

は
、
大
勢
の
史
官
に
よ
っ
て
編
修
さ
れ
た
書
で
あ
る
。
宋
・
遼
・

金
・
元
の
諸
史
は
こ
れ
に
属
す
。
家
法
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
、（
著

録
も
）
條
理
が
一
貫
し
、
史
学
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
者
も
源

流
に
遡
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
他
の
編
年
、
故
事
、
職

官
、
儀
注
の
類
は
、
歴
代
の
藝
文
志
や
史
部
の
子
目
を
折
衷
し

て
、
順
序
を
も
っ
て
区
別
す
れ
ば
よ
い
。
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【
訳
注
】

﹇
一
﹈『
七
録
』
が
国
史
部
と
称
す
る
の
を
例
外
と
し
て
歴
代
の
書
目
は

ほ
ぼ
す
べ
て
「
正
史
」
を
設
け
て
い
る
が
、
章
学
誠
は
体
例
や
編
纂

の
仕
方
が
異
な
る
諸
史
を
正
史
と
い
う
枠
組
み
で
一
括
り
に
す
る
こ

と
に
異
を
唱
え
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
史
考
釈
例
」
に
は
「
正

史
一
門
、
畢
宮
保
原
稿
但
稱
紀
傳
、
而
紀
傳
中
又
分
通
史
〔
自
注
：

『
史
記
』
是
也
、
又
附
入
梁
武
『
通
史
』、
鄭
樵
『
通
志
』、
今
應
改

入
別
史
〕、
斷
代
〔
自
注
：
班
范
以
下
是
也
〕、
集
史
〔
自
注
：
南
北

史
是
也
〕、
國
別
〔
自
注
：『
三
國
志
』
是
也
〕、
不
免
繁
碎
。
今
以

學
校
頒
分
二
十
四
史
爲
主
、
題
爲
正
史
〔
自
注
：
應
將
原
稿
改
正
〕、

…
…
」
と
あ
り
、
畢
沅
の
も
と
で
は
（「
正
史
」
で
は
な
く
）「
紀
伝
」

と
題
し
、「
通
史
」「
断
代
」「
集
史
」「
国
別
」
の
小
類
に
分
か
れ
て

い
た
の
が
、
謝
啓
昆
の
も
と
で
は
（「
紀
伝
部
」
の
下
位
分
類
と
し

て
「
国
史
」「
史
稿
」
と
と
も
に
）「
正
史
」
が
復
活
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

­﹇
二
﹈「
通
史
」
に
つ
い
て
、『
梁
書
』
武
帝
紀
下
に
「
造
『
通
史
』、
躬

製
贊
序
、
凡
六
百
卷
。」
と
あ
る
。『
隋
書
』
經
籍
志
で
は
「『
通
史
』

四
百
八
十
卷
。
梁
武
帝
撰
。
起
三
皇
、
訖
梁
。」
と
す
る
。
ま
た
、

劉
知
幾
『
史
通
』
六
家
に
は
「
梁
武
帝
又
勅
其
羣
臣
、
上
自
太
初
、

下
終
齊
室
、撰
成
『
通
史
』
六
百
二
十
卷
。
其
書
自
秦
以
上
、皆
以
『
史

記
』
爲
本
、
而
別
採
他
説
、
以
廣
異
聞
。
至
兩
漢
已
還
、
則
全
錄
當

時
紀
傳
、
而
上
下
通
達
、
臭
味
相
依
。
又
呉
蜀
二
主
皆
入
世
家
、
五

胡
及
拓
抜
氏
、列
於
夷
狄
傳
。
大
抵
其
體
皆
如『
史
記
』、其
所
爲
異
者
、

唯
無
表
而
已
。」
と
あ
る
。
隋
志
・
旧
唐
志
で
は
正
史
に
、
新
唐
志

で
は
正
史
類
・
集
史
家
に
著
録
す
る
。­

﹇
三
﹈「
十
六
國
春
秋
」
の
編
纂
に
つ
い
て
、『
北
史
』
崔
鴻
伝
に
「
鴻
弱

冠
便
有
著
述
志
。
見
晉
・
魏
前
史
、
皆
成
一
家
、
無
所
措
意
。
以
劉

元
海
・
石
勒
・
慕
容
儁
・
苻
健
・
慕
容
垂
・
姚
萇
・
慕
容
德
・
赫
連

屈
孑
・
張
軌
・
李
雄
・
呂
光
・
乞
伏
國
仁
・
禿
髮
烏
孤
・
李
暠
・
沮

渠
蒙
遜
・
馮
跋
等
並
因
世
故
、
跨
僭
一
方
、
各
有
國
書
、
未
有
統
一
、

鴻
乃
撰
為
十
六
國
春
秋
、
勒
成
百
卷
、
因
其
舊
記
、
時
有
增
損
褒
貶

焉
。」
と
あ
る
。
隋
志
で
は
覇
史
、
旧
唐
志
・
新
唐
志
で
は
僞
史
に

著
録
さ
れ
る
。

　
　

　

「
九
国
志
」
に
つ
い
て
、『
玉
海
』
藝
文
・
雜
史
「
治
平
十
国
志
」

条
に
「
真
宗
時
、
知
制
誥
路
振
采
五
代
僣
偽
呉
〔
楊
行
密
〕、
唐
〔
李

昇
〕、
前
蜀
〔
王
建
〕、
後
蜀
〔
孟
知
祥
〕、
南
漢
〔
劉
隠
〕、
北
漢
〔
劉

崇
〕、
閩
〔
王
潮
〕、
楚
〔
馬
殷
〕、
呉
越
〔
錢
鏐
〕
九
國
君
臣
行
事
、

撰
九
國
志
〔
以
擬
崔
鴻
十
六
國
春
秋
〕、為
世
家
・
列
傳
四
十
九
卷
〔
振

字
子
發
、
永
州
人
〕。
其
孫
綸
又
増
髙
氏
〔
季
興
〕、
為
十
國
志
。
治

平
元
年
六
月
辛
酉
〔
二
十
七
日
〕、
綸
上
之
。
詔
付
史
館
〔
九
國
志

五
十
卷
、
増
荊
南
高
氏
、
實
十
國
也
。
晁
氏
志
云
、
九
國
志
五
十
一

卷
〕。」
と
あ
る
。
郡
斎
・
直
斎
は
偽
史
類
に
著
録
す
る
。­

﹇
四
﹈
晋
書
の
編
纂
に
つ
い
て
、『
玉
海
』
藝
文
・
正
史
「
唐
御
撰
晋
書
」

條
に
『（
中
興
）
書
目
』
を
引
い
て
「
太
宗
以
『
晉
史
』
何
法
盛
等

十
八
家
制
作
雖
多
、
未
能
盡
善
〔
於
是
敕
史
官
更
加
纂
録
、
採
正
典

與
舊
説
數
十
部
、
兼
引
偽
史
十
六
國
書
、
為
百
三
十
篇
〕、
命
來
濟
・

李
淳
風
・
李
義
府
等
十
三
人
分
掌
著
述
、
令
狐
徳
棻
・
敬
播
等
四
人

考
正
類
例
。
凡
例
多
出
敬
播
、
天
文
・
律
厯
則
李
淳
風
為
之
、
惟
宣
・

武
紀
陸
・
王
傳
論
、
太
宗
自
為
之
、
故
總
題
曰
御
撰
云
。
當
時
修
史

者
多
文
辭
之
士
、
好
采
詭
異
以
廣
聞
見
、
學
者
譏
之
。」
と
あ
る
。
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第
三
段
（
摘
録
に
は
原
則
あ
る
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

三
曰
翦
裁
宜
法
。
史
部
之
書
倍
於
經
部
。
卷
帙
多
寡
、
約
略

計
之
、
僅
與
朱
氏
『
經
考
』
相
去
不
遠
。
蓋
一
書
之
中
、
但
取

精
要
數
語
、足
以
該
括
全
書
足
矣
。篇
目
有
可
考
者
、自
宜
備
載
。

其
序
論
題
跋
、
文
辭
浮
汎
與
意
義
複
沓
者
、
槪
從
刪
節
、
但
記

作
序
作
跋
年
月
銜
名
、
以
備
參
考
而
已
﹇
注
一
﹈。
按
語
亦
取
簡
而

易
明
、
無
庸
多
事
敷
衍
、
庶
幾
文
無
虛
飾
、
書
歸
有
用
。

【
訓
読
文
】

三
に
曰
わ
く
翦
裁
は
宜
し
く
法
あ
る
べ
し
。
史
部
の
書
は
経

部
に
倍
す
。
巻
帙
の
多
寡
は
、
約
略
之
を
計
る
に
、
僅
か
に
朱

氏
『
経
考
』
と
相
い
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
。
蓋
し
一
書
の
中
、

但
だ
精
要
の
数
語
を
取
り
て
、
以
て
全
書
を
該
括
す
る
に
足
れ

ば
足
る
。
篇
目
の
考
う
可
き
者
有
ら
ば
、
自
ら
宜
し
く
備
載
す

べ
し
。
其
の
序
論
題
跋
の
、
文
辞
浮
汎
な
る
と
意
義
の
複
沓
な

る
者
と
は
、
概
ね
刪
節
に
従
い
、
但
だ
作
序
作
跋
の
年
月
と
銜

名
の
み
を
記
し
、
以
て
参
考
に
備
う
る
の
み
。
按
語
も
亦
た
簡

に
し
て
易
明
な
る
を
取
り
、
多
事
敷
衍
を
庸
い
る
無
し
、
文
は

虚
飾
無
く
、
書
は
有
用
に
帰
せ
ん
こ
と
を
庶
幾
す
れ
ば
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

第
三
に
摘
録
に
は
原
則
あ
る
べ
し
。
史
部
の
書
物
は
経
部
に

倍
す
る
が
、
巻
帙
の
多
寡
の
大
凡
を
計
る
に
、（『
史
籍
考
』
は
）

朱
彝
尊
『
経
籍
考
』
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
一
書
の
内
容

を
ま
と
め
る
に
は
、
そ
の
中
核
と
な
る
数
語
を
取
り
出
し
、
全

体
を
概
括
で
き
れ
ば
十
分
な
の
で
あ
る
。
篇
目
に
考
察
す
べ
き

も
の
が
あ
れ
ば
当
然
全
て
載
せ
る
べ
き
だ
し
、
序
論
・
題
跋
の

文
辞
が
軽
薄
で
書
物
の
内
容
と
か
け
離
れ
て
い
る
も
の
は
、
あ

ら
か
た
削
り
、
序
跋
の
年
月
・
職
官
・
氏
名
の
み
を
記
し
て
参

考
に
供
す
べ
き
で
あ
る
。
案
語
も
簡
明
を
旨
と
し
て
細
々
と
敷

衍
し
な
い
。
文
は
虚
飾
な
く
書
は
有
用
た
る
こ
と
を
願
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
。

【
訳
注
】

­﹇
一
﹈
題
跋
等
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
本
訳
注
「
総
論
」
の
訳
注
九
を
参

照
の
こ
と
。­



­–78–

「文学部紀要」文教大学文学部　33-2号　文教大学目録学研究会

­（15）

第
四
段
（
逸
篇
は
採
録
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

四
曰
逸
篇
宜
採
。
古
逸
之
史
、
已
詳
首
條
﹇
注
一
﹈。
若
兩
漢
以

下
至
於
隋
代
、
史
氏
家
學
尙
未
盡
泯
﹇
注
二
﹈。
亡
逸
之
史
、
載
在

傳
志
、
崖
略
尙
有
可
考
。
其
遺
篇
逸
句
、
散
見
羣
書
稱
引
、
亦

可
寶
貴
。
自
隋
以
前
、
古
書
存
者
無
多
、
耳
目
易
於
周
遍
、
可

倣
王
伯
厚
氏
採
輯
鄭
氏
『
書
』『
易
』『
三
家
詩
訓
』
之
例
﹇
注
三
﹈、

備
錄
本
書
之
下
﹇
注
四
﹈。
亦
朱
竹
垞
氏
采
錄
緯
候
逸
文
之
成
法
也

﹇
注
五
﹈。
此
於
史
學
所
補
、
實
非
淺
鮮
。

【
訓
読
文
】

四
に
曰
わ
く
逸
篇
は
宜
し
く
採
る
べ
し
。
古
逸
の
史
は
、
已

に
首
條
に
詳
ら
か
に
す
。
両
漢
よ
り
以
下
隋
代
に
至
る
が
若
き

は
、
史
氏
の
家
学
尚
お
未
だ
尽
く
は
泯
び
ず
。
亡
逸
の
史
、
載

せ
て
伝
志
に
在
る
は
、
崖
略
尚
お
考
う
べ
き
も
の
有
り
。
其
の

遺
篇
逸
句
の
、
羣
書
の
称
引
に
散
見
す
る
も
の
も
、
亦
た
宝
貴

す
べ
し
。
隋
よ
り
以
前
、
古
書
の
存
す
る
者
多
き
こ
と
無
く
、

耳
目
も
周
遍
し
易
け
れ
ば
、
王
伯
厚
氏
の
鄭
氏
『
書
』『
易
』

と
三
家
詩
訓
を
採
輯
す
る
の
例
に
倣
い
、
本
書
の
下
に
備
録
す

べ
し
。亦
た
朱
竹
垞
氏
の
緯
候
逸
文
を
采
録
す
る
の
成
法
な
り
。

此
れ
史
学
に
於
て
補
う
所
、
実
に
浅
鮮
に
非
ず
。

【
現
代
語
訳
】

第
四
に
逸
篇
は
採
録
す
べ
き
こ
と
。
古
逸
の
史
書
に
つ
い
て

は
首
条
で
詳
述
し
た
。
両
漢
か
ら
隋
代
に
い
た
る
ま
で
、
史
を

専
門
と
す
る
者
た
ち
の
家
学
は
ま
だ
滅
び
き
っ
て
い
な
か
っ

た
。
亡
逸
し
た
史
書
で
伝
志
に
記
載
の
あ
る
も
の
は
、
あ
ら
ま

し
を
ま
だ
考
察
で
き
る
。
そ
の
遺
篇
佚
文
の
群
書
の
引
用
に
散

見
す
る
も
の
も
貴
重
で
あ
る
。
隋
以
前
の
古
書
で
伝
存
す
る
も

の
は
多
く
な
く
、
耳
目
も
行
き
渡
り
や
す
い
の
で
、
王
応
麟
が

鄭
玄
『
鄭
氏
古
文
尚
書
』『
周
易
鄭
康
成
注
』
や
（『
詩
攷
』
で
）

韓
詩
・
魯
詩
・
斉
詩
の
三
家
詩
を
輯
佚
し
た
例
に
な
ら
っ
て
、

本
書
の
下
に
備
録
す
べ
き
で
、
や
は
り
朱
彝
尊
が
緯
候
佚
文
を

採
録
し
た
際
に
た
て
た
規
範
で
あ
る
。
こ
れ
が
史
学
に
お
い
て

補
う
も
の
は
、
実
に
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
ろ
う
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈
第
一
段
（
古
佚
書
は
存
す
べ
き
こ
と
）
の
「
一
曰
古
逸
宜
存
」
以

下
を
さ
す
。­
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﹇
二
﹈
専
門
の
学
、
一
家
の
言
を
尊
ぶ
章
学
誠
は
、
多
数
の
史
官
に
よ
る

修
史
が
始
ま
り
、
様
々
な
分
野
の
文
章
を
収
録
す
る
文
集
が
盛
行
し

た
唐
代
に
史
学
が
衰
退
し
た
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
申
鄭
」

に
「
子
長
・
孟
堅
氏
不
作
、
而
專
門
之
史
學
衰
。
陳
・
范
而
下
、
或

得
或
失
、
粗
足
名
家
。
至
唐
人
開
局
設
監
、
整
齊
晉
・
隋
故
事
、
亦

名
其
書
為
一
史
。
而
學
者
誤
承
流
別
、不
復
辨
正
其
體
。」と
あ
り
、「
答

各
問
上
」
に
「
唐
後
史
學
絶
、
而
著
作
無
專
家
。」
と
あ
り
、「
方
志

立
三
書
議
」
に
「『
書
』
曰
詩
言
志
。
古
無
私
門
之
著
述
、經
子
諸
史
、

皆
本
古
人
之
官
守
。
詩
則
可
以
惟
意
所
欲
言
。
唐
宋
以
前
、
文
集
之

中
無
著
述
。
文
之
不
為
義
解
經
學
、
傳
記
史
學
、
論
撰
子
家
諸
品
者
、

古
人
始
稱
之
為
文
。
其
有
義
解
、
傳
記
、
論
撰
諸
體
者
、
古
人
稱
書
、

不
稱
文
也
。」
と
あ
り
、「
永
清
縣
志
文
徵
序
例
」
に
「
唐
宋
以
還
、

文
集
之
風
日
熾
、
而
專
門
之
學
杳
然
。
於
是
一
集
之
中
、
詩
賦
與
經

解
並
存
、
論
説
與
記
述
同
載
、
而
裒
然
成
集
之
書
、
始
難
定
其
家
學

之
所
在
矣
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
第
八
段
（
集
部
は
裁
つ
べ
き
こ
と
）

も
参
照
の
こ
と
。­

﹇
三
﹈
王
応
麟
『
玉
海
』
所
収
。­

­﹇
四
﹈
本
箇
所
で
は
両
漢
か
ら
隋
以
前
の
古
書
の
佚
文
は
各
書
の
提

要
と
と
も
に
ま
と
め
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
乾
隆
五
十
六

（
一
七
九
一
）
年
に
記
さ
れ
た
「
與
邵
二
雲
書
」（『
章
氏
遺
書
』
巻

一
三
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

­
　

逢
之
寄
來
『
逸
史
』、
甚
得
所
用
。
至
云
摭
逸
之
多
、
有
百
餘

紙
不
止
者
、
難
以
附
入
『
史
考
』、
但
須
載
其
考
證
、
此
說
亦
有
理
。

然
弟
意
以
爲
蒐
羅
『
逸
史
』、
爲
功
亦
自
不
小
、
其
書
旣
成
、
當

與
余
仲
林
『
經
解
鉤
沈
』
可
以
對
峙
、
理
宜
別
爲
一
書
、
另
刻
以

附
『
史
考
』
之
後
。『
史
考
』
以
敵
朱
氏
『
經
考
』、『
逸
史
』
以

敵
余
氏
『
鉤
沈
』、
亦
一
時
天
生
瑜
・
亮
、
洵
稱
藝
林
之
盛
事
也
。

但
朱
・
余
二
人
、
各
自
爲
書
、
故
朱
氏
『
經
考
』、
本
以
著
錄
爲
事
、

附
登
緯
候
逸
文
。
余
氏
『
鉤
沈
』、
本
以
搜
逸
爲
功
、
而
於
首
卷

別
爲
五
百
餘
家
著
錄
。
蓋
著
錄
與
蒐
逸
二
事
、
本
屬
同
功
異
用
、

故
兩
家
推
究
所
極
、
不
侔
而
合
如
此
。
今
兩
書
皆
出
弇
山
先
生
一

人
之
手
、
則
又
可
自
爲
呼
吸
照
應
、
較
彼
二
家
更
便
利
矣
。

­
　

夫
史
籍
遺
篇
逸
句
、
不
講
著
錄
部
次
、
則
無
所
附
麗
、
更
不
比

余
氏『
經
解
』、猶
有
本
經
白
文
、可
以
作
間
架
也
。
今
爲
酌
定
凡
例
、

自
唐
以
前
諸
品
『
逸
史
』、
除
蒐
采
尙
可
成
卷
帙
者
、
仿
叢
書
例
、

另
作
敘
跋
較
刻
、
以
附
『
史
籍
考
』
後
、
其
零
章
碎
句
、
不
能
成

卷
帙
者
、
仍
入
『
史
籍
考
』
内
、
以
作
考
證
。
至
書
之
另
刻
、
不

過
以
其
卷
頁
累
墜
、不
便
附
於
各
條
之
下
、其
爲
體
裁
、仍
是
搜
逸
、

以
證
著
錄
、
與
零
章
碎
句
之
附
於
各
條
下
者
未
始
有
殊
、
故
文
雖

另
刻
、
必
於
本
條
著
錄
之
下
、
注
明
另
刻
字
樣
、
以
便
稽
檢
。
鴻

編
鉅
製
、
取
多
用
宏
、
創
例
僅
得
大
凡
、
及
其
從
事
編
摩
時
、
遇

盤
根
錯
節
、
必
須
因
時
準
酌
、
例
以
義
起
、
窮
變
通
久
、
難
以
一

端
而
盡
。凡
事
不
厭
往
復
熟
商
。今
兹
所
擬
、不
識
高
明
以
爲
何
如
。

　
　

­
　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
章
宗
源
に
よ
っ
て
輯
佚
さ
れ
た
漢
以

降
隋
以
前
の
史
籍
佚
文
を
『
史
籍
考
』
の
各
条
に
取
り
込
む
計
画
で

あ
っ
た
が
、
分
量
と
資
料
の
性
格
か
ら
、『
史
籍
考
』
と
連
繋
し
な

が
ら
輯
佚
書
を
独
立
さ
せ
る
方
向
へ
計
画
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。­

﹇
五
﹈『
経
義
考
』
は
巻
二
六
三
か
ら
二
六
七
ま
で
の
五
巻
を
「
毖
緯
」

と
し
て
、
緯
書
を
著
録
し
、
目
録
等
に
み
え
る
当
該
書
に
関
す
る
記
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述
と
と
も
に
案
語
に
お
い
て
諸
資
料
に
残
る
佚
文
を
引
用
し
て
い

る
。­

第
五
段
（
紛
ら
わ
し
い
名
称
は
弁
別
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

五
曰
嫌
名
宜
辨
﹇
注
一
﹈。『
史
記
』
之
名
起
於
後
世
、
當
時
止

稱
『
司
馬
遷
書
』﹇
注
二
﹈。『
漢
書
』
因
東
京
而
横
加
『
前
漢
』、

固
俗
稱
也﹇
注
三
﹈。
五
代
之
書
、薛
氏
稱『
五
代
史
』、歐
陽
則
稱『
新

五
代
史
記
』﹇
注
四
﹈。
至
於
『
漢
記
』
之
有
『
東
觀
』、
異
乎
劉
・

賈
之
所
敘
錄
﹇
注
五
﹈。
曹
氏
自
有
『
魏
書
』﹇
注
六
﹈、
異
於
陳
子
之

分
子
目﹇
注
七
﹈。
古
人
之
書
、或
一
書
歧
名
、或
異
書
同
名
者
多
矣
、

皆
於
標
題
之
下
、注
明
同
異
名
目
、以
便
稽
檢
。仍
取
諸
書
名
目
、

倣
『
佩
文
韻
府
』
之
例
、
依
韻
先
編
檔
簿
、
以
俟
檢
覈
、
庶
幾

編
次
之
時
、
乃
無
遺
漏
複
疊
之
患
。

【
訓
読
文
】

五
に
曰
わ
く
嫌
名
は
宜
し
く
辨
ず
べ
し
。『
史
記
』
の
名
は

後
世
に
起
こ
る
、当
時
は
止
だ『
司
馬
遷
書
』と
の
み
称
す
。『
漢

書
』
東
京
に
因
り
て
『
前
漢
』
を
横
加
す
る
は
、
固
よ
り
俗
称

な
り
。
五
代
の
書
、
薛
氏
は
『
五
代
史
』
と
称
し
、
欧
陽
は
則

ち
『
新
五
代
史
記
』
と
称
す
。『
漢
記
』
の
『
東
観
』
有
る
に

至
る
は
、
劉
・
賈
の
敘
録
す
る
所
に
異
な
れ
り
。
曹
氏
に
自
ら

『
魏
書
』有
り
、陳
子
の
分
か
つ
子
目
に
異
な
れ
り
。
古
人
の
書
、

或
い
は
一
書
名
を
歧
か
ち
、
或
い
は
異
書
同
名
な
る
者
多
し
、

皆
な
標
題
の
下
に
於
て
、
同
異
の
名
目
を
注
明
し
、
以
て
稽
検

に
便
た
ら
し
む
。
仍か
さ

ね
て
諸
書
の
名
目
を
取
り
、『
佩
文
韻
府
』

の
例
に
倣
い
、
韻
に
依
り
て
先
ず
檔
簿
を
編
み
、
以
て
検
覈
を

俟
つ
、
編
次
の
時
、
乃
ち
遺
漏
複
畳
の
患
い
無
き
を
庶
幾
す
れ

ば
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

第
五
に
紛
ら
わ
し
い
名
称
は
弁
別
す
べ
き
こ
と
。『
史
記
』

の
名
は
後
世
に
起
こ
っ
た
も
の
で
、当
時
は
た
だ
『
司
馬
遷
書
』

と
呼
ば
れ
て
い
た
。『
漢
書
』に
、東
京
に
ち
な
ん
で
妄
り
に「
前

漢
」
と
付
け
加
え
る
の
も
、
も
と
よ
り
俗
称
で
あ
る
。
五
代
の

書
は
、
薛
居
正
は
『
五
代
史
』
と
称
し
、
欧
陽
脩
は
『
新
五
代

史
記
』
と
称
し
て
い
る
。『
漢
記
』
の
上
に
「
東
観
」
を
加
え

る
の
も
劉
珍
、賈
逵
の
叙
録
す
る
と
こ
ろ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

曹
魏
に
は
自
ら
『
魏
書
』
が
あ
る
が
、陳
寿
の
分
け
た
子
目
（『
三
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国
志
』
の
魏
書
）
と
は
別
物
で
あ
る
。
古
人
の
書
に
は
一
書
が
名

を
異
に
し
、
異
書
が
名
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
多
く
あ
る
。（
そ

こ
で
『
史
籍
考
』
で
は
）
全
て
標
題
の
下
に
書
名
の
異
同
を
注
記
し

検
索
の
便
を
図
る
。
さ
ら
に
諸
書
の
名
称
は
『
佩
文
韻
府
』
の

例
に
な
ら
っ
て
、
韻
に
従
っ
て
ま
ず
書
名
一
覧
を
編
み
、
検
索
・

対
照
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
編
次
の
際
に
遺
漏
や
重
複
の
恐
れ

が
な
い
よ
う
に
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈　
「
辨
章
學
術
」「
考
鏡
源
流
」
は
、
互
著
や
別
裁
に
よ
っ
て
こ
そ

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
た
章
学
誠
に
と
っ
て
は
、
同
書
異
名
、
異

書
同
名
な
ど
に
よ
っ
て
、
校
讎
・
著
録
に
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
書
名
一
覧
を
編
む
工
夫
も
そ
こ
か
ら
出
た
も
の
で

あ
る
。『
校
讎
通
義
』
巻
一
「
辨
嫌
名
第
五
」
参
照
。­

﹇
二
﹈『
漢
書
』
芸
文
志
・
春
秋
家
に
は
『
太
史
公
』
百
三
十
篇
が
著
録

さ
れ
て
い
る
。「
司
馬
遷
書
」
の
語
自
体
は
、『
文
選
』
李
善
注
や

『
後
漢
書
』
李
賢
注
な
ど
に
み
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
司
馬
遷
の
書
簡

文
な
ど
を
指
し
、
い
ず
れ
も
『
史
記
』
そ
の
も
の
を
指
し
て
お
ら

ず
、
章
学
誠
が
ど
の
よ
う
な
例
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
か
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
。『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
「
凡
百
三
十
篇
、
五
拾
弐

萬
六
千
五
百
字
、
為
太
史
公
書
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
司
馬
遷
自
身

は
自
著
を
「
太
史
公
書
」
と
称
し
て
お
り
、古
く
は
「
太
史
公
」（『
漢

書
』
藝
文
志
）、「
太
史
公
記
」（『
漢
書
』
楊
惲
伝
）、「
太
史
記
」（『
風

俗
通
義
』）な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。「
史
記
」と
称
す
る
古
い
例
は
、

荀
悦
（
一
四
五
〜
二
〇
九
）
の
『
漢
紀
』
で
、そ
の
孝
平
皇
帝
紀
に
「
據

太
史
公
司
馬
遷
史
記
」
と
、
孝
武
帝
紀
に
「
幽
而
發
憤
、
遂
著
史
記
」

と
み
え
る
。
ま
た
、
後
漢
・
桓
帝
の
永
寿
元
（
一
五
五
）
年
に
建
て

ら
れ
た
「
東
海
廟
碑
」（『
隷
釈
』
巻
二
）
に
は
、「
闕
者
秦
始
皇
所
立
、

名
之
秦
東
門
闕
。
事
在
史
記
。」
と
あ
る
。­

﹇
三
﹈『
漢
書
』
巻
一
〇
〇
「
叙
伝
」
に
「
故
探
篹
前
記
、
綴
輯
所
聞
、

以
述
漢
書
」
と
班
固
自
ら
が
記
す
よ
う
に
、「
漢
書
」
の
書
名
は
早

く
か
ら
定
ま
っ
て
お
り
、『
隋
書
』経
籍
志
、『
旧
唐
書
』経
籍
志
と
い
っ

た
史
志
で
は
「
漢
書
」
と
し
て
著
録
し
て
い
る
。「
前
漢
書
」
の
書

名
で
著
録
す
る
目
録
に
、『
郡
斎
読
書
志
』、『
文
献
通
考
』
な
ど
が

あ
る
。­

﹇
四
﹈
現
行
の
薛
正
居
編
『
五
代
史
』
は
、
四
庫
館
臣
の
邵
晋
涵
等
ら
に

よ
っ
て
編
ま
れ
た
輯
本
で
あ
る
。
晁
公
武
『
郡
斎
読
書
志
』
に
は
「
五

代
史
一
百
五
十
卷
」
と
あ
り
、そ
の
解
題
に
「
開
寳
中
、詔
修
梁
・
唐
・

晉
・
漢
・
周
書
。」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、「
梁
唐
晋
漢
周
書
」
が
書

名
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、
欧
陽
脩
等
編
『
新
五
代
史

記
』
は
、『
郡
斎
読
書
志
』
で
は
「
新
」
字
を
付
し
て
い
な
い
が
、『
文

献
通
考
』
で
は
「
新
五
代
史
記
七
十
五
巻
」
と
す
る
。­

﹇
五
﹈
劉
は
劉
珍
、
賈
は
賈
逵
を
い
う
。『
東
観
漢
記
』
の
成
書
お
よ
び

そ
れ
と
劉
珍
、
賈
逵
の
関
係
に
つ
い
て
は
余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
辨
證
』

巻
五
『
東
観
漢
記
』
篇
を
参
照
の
こ
と
。­

﹇
六
﹈『
隋
書
』経
籍
志
に
は
、『
魏
書
』四
十
八
巻
、晋
司
空
王
沈
撰
と
あ
る
。­

﹇
七
﹈『
晋
書
』
王
沈
伝
に
「
正
元
中
、
遷
散
騎
常
侍
・
侍
中
・
典
著
作
。

與
荀
顗
、
阮
籍
共
撰
魏
書
、
多
為
時
諱
、
未
若
陳
壽
之
實
錄
也
。」

と
み
え
る
。
王
沈
の
『
晋
書
』
は
す
で
に
散
逸
し
た
が
、『
三
国
志
』
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裴
松
之
注
に
引
か
れ
て
い
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
四
十
八
巻
と

し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
で
は
四
十
四
巻
、『
新

唐
書
』
芸
文
志
で
は
四
十
七
巻
、『
通
志
』
で
は
四
十
八
巻
と
、
著

録
す
る
目
録
に
よ
っ
て
巻
数
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。­

第
六
段
（
経
部
は
通
ず
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

六
曰
經
部
宜
通
。
古
無
經
史
之
別
、
六
藝
皆
掌
之
史
官
、
不

特
『
尙
書
』
與
『
春
秋
』
也
﹇
注
一
﹈。
今
六
藝
以
聖
訓
而
尊
、
初

非
以
其
體
用
不
入
史
也
﹇
注
二
﹈。
而
經
部
之
所
以
浩
繁
、
則
因
訓

詁
・
解
義
・
音
訓
而
多
、
若
六
藝
本
書
、
卽
是
諸
史
根
源
、
豈

可
離
哉
。
今
如
易
部
之
『
乾
坤
鑿
度
』、書
部
之
『
逸
周
諸
解
』、

『
春
秋
』
之
『
外
傳
』『
後
語
』、韓
氏
傳
『
詩
』、戴
氏
記
『
禮
』、

俱
與
古
昔
史
記
相
爲
出
入
、
雖
云
已
入
朱
氏
『
經
考
』、
不
能

不
於『
史
考
』溯
其
淵
源
、乃
使
人
曉
然
於
殊
途
同
歸
之
義﹇
注
三
﹈。

然
彼
詳
此
略
、
彼
全
此
偏
、
主
賓
輕
重
、
又
自
有
權
衡
也
。

【
訓
読
文
】

六
に
曰
わ
く
経
部
は
宜
し
く
通
ず
べ
し
。
古
は
経
史
の
別
無

し
、
六
藝
は
皆
な
之
を
掌
る
は
史
官
に
し
て
、
特
だ
『
尚
書
』

と
『
春
秋
』
と
の
み
な
ら
ず
。
今
六
藝
は
聖
訓
を
以
て
尊
ば
る

る
も
、
初
め
は
其
の
体
用
を
以
て
史
に
入
ら
ざ
る
に
非
ず
。
経

部
の
浩
繁
な
る
所
以
は
、
則
ち
訓
詁
・
解
義
・
音
訓
の
多
き
に

因
る
、
六
藝
本
書
の
若
き
は
、
即
ち
是
れ
諸
史
の
根
源
、
豈
に

離
る
る
可
け
ん
や
。
今
、
易
部
の
『
乾
坤
鑿
度
』、
書
部
の
『
逸

周
諸
解
』、『
春
秋
』
の
『
外
伝
』『
後
語
』、
韓
氏
伝
『
詩
』、

戴
氏
記
『
礼
』
の
如
き
は
、
俱
に
古
昔
の
史
記
と
相
い
出
入
を

為
せ
ば
、已
に
朱
氏
『
経
考
』
に
入
る
と
云
う
と
雖
も
、『
史
考
』

に
於
て
其
の
淵
源
に
溯
ら
ざ
る
こ
と
能
わ
ず
、
乃
ち
人
を
し
て

殊
途
同
帰
の
義
に
曉
然
た
ら
し
む
。
然
れ
ど
彼
詳
な
れ
ば
此
略

し
、彼
全
け
れ
ば
此
偏
る
、主
賓
軽
重
は
、又
た
自
ら
権
衡
有
り
。

【
現
代
語
訳
】

第
六
に
経
部
は
通
ず
べ
き
こ
と
。
古
に
は
経
史
の
別
は
な

く
、
六
藝
は
す
べ
て
史
官
の
管
掌
で
あ
り
、『
尚
書
』
と
『
春

秋
』
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
今
は
六
藝
を
聖
訓
で
あ

る
こ
と
を
も
っ
て
尊
ん
で
（
経
部
に
括
っ
て
）
い
る
も
の
の
、
元

来
そ
の
本
体
・
作
用
の
区
別
を
も
っ
て
史
部
に
入
ら
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
経
部
が
浩
繁
で
あ
る
の
は
、
訓
詁
・
解
義
・
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音
訓
が
夥
し
い
た
め
で
あ
り
、
六
藝
そ
の
も
の
は
諸
史
の
根
源

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
（『
史
籍
考
』
に
お
い
て
）

切
り
離
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
今
、
易
部
の
『
乾
坤
鑿
度
』、

書
部
の
『
逸
周
書
』
に
関
す
る
諸
注
釈
、『
春
秋
』
の
外
伝
と

さ
れ
る
『
国
語
』、『
春
秋
後
語
』、『
韓
詩
外
伝
』、『
礼
記
』『
大

戴
礼
記
』
な
ど
、
い
ず
れ
も
往
古
の
史
記
（
史
官
の
記
録
）
と
相

互
に
異
同
・
関
連
が
あ
る
も
の
は
、
す
で
に
朱
彝
尊
の
『
経
義

考
』
に
採
録
さ
れ
て
は
い
る
が
、『
史
籍
考
』
に
お
い
て
も
そ

の
淵
源
を
遡
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
ず
、
そ
う
し
て
こ
そ
「
道

を
殊
に
す
る
も
の
の
帰
す
る
所
を
同
じ
く
す
る
」
と
い
う
意
義

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
あ

ち
ら
が
詳
細
で
あ
れ
ば
こ
ち
ら
は
簡
略
に
、
あ
ち
ら
が
遍
く
扱

え
ば
こ
ち
ら
は
偏
る
と
い
う
よ
う
に
、
主
客
軽
重
は
ま
た
自
ず

か
ら
均
衡
と
い
う
も
の
が
あ
ろ
う
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈
第
一
段
（
古
佚
書
は
存
す
べ
き
こ
と
）
の
注
一
を
参
照
。­

﹇
二
﹈「
体
用
」
は
、
本
体
と
作
用
、
ま
た
原
理
と
応
用
を
い
う
。
六
藝

は
先
王
の
政
典
で
あ
り
、
史
官
に
よ
っ
て
管
掌
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
経
書
を
体
用
と
い
う
観
点
か
ら
（
原
理
を
説
く

も
の
と
み
な
し
て
）
史
書
と
切
り
離
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、

章
学
誠
の
立
場
で
あ
る
。­

﹇
三
﹈『
周
易
』
繫
辞
伝
下
に
「
天
下
同
歸
而
殊
塗
、
一
致
而
百
慮
。」
と

あ
る
の
に
も
と
づ
く
。
孔
穎
達
疏
に
は
「
言
天
下
萬
事
終
則
同
歸
於

一
、但
初
時
殊
異
其
塗
路
也
。」と
あ
る
。
司
馬
談「
六
家
要
指
」や『
漢

書
』
藝
文
志
諸
子
略
序
な
ど
に
も
引
用
さ
れ
、
そ
の
影
響
の
も
と
、

諸
学
折
衷
的
態
度
を
と
る
章
学
誠
も
時
折
こ
の
こ
と
ば
を
取
り
あ
げ

る
。­

第
七
段
（
子
部
は
選
択
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

七
曰
子
部
宜
擇
﹇
注
一
﹈。
諸
子
之
書
多
與
史
部
相
爲
表
裏
、
如

周
官
典
法
、多
見
於『
管
子
』『
呂
覽
』。
列
國
瑣
事
、多
見
於『
晏

子
』『
韓
非
』。
若
使
鉤
章
釽
句
、
附
會
史
裁
、
固
非
作
書
體
要
。

但
如
『
官
圖
』『
月
令
』『
地
圓
』
諸
篇
之
鴻
文
鉅
典
、『
儲
說
』

『
諫
篇
』
之
排
列
記
載
、實
於
史
部
例
有
專
門
、自
宜
擇
取
要
刪
、

入
於
篇
次
、
乃
使
求
史
事
者
無
遺
憾
矣
。

【
訓
読
文
】

七
に
曰
わ
く
子
部
は
宜
し
く
択
ぶ
べ
し
。
諸
子
の
書
は
多
く

史
部
と
相
い
表
裏
を
為
す
、『
周
官
』
の
典
法
の
如
き
は
、
多
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く『
管
子
』『
呂
覧
』に
見
ゆ
。
列
国
の
瑣
事
は
、多
く『
晏
子
』『
韓

非
』
に
見
ゆ
。
若
し
鉤
章
釽
句
し
て
、
史
裁
に
附
会
せ
し
む
れ

ば
、固
よ
り
作
書
の
体
要
に
非
ず
。
但
だ
『
官
図
』『
月
令
』『
地

圓
』
諸
篇
の
鴻
文
鉅
典
、『
儲
説
』『
諫
篇
』
の
排
列
記
載
の
如

き
は
、
実
は
史
部
に
於
て
、
例
と
し
て
専
門
有
り
、
自
ら
宜
し

く
択
取
要
刪
し
て
、
篇
次
に
入
れ
、
乃
ち
史
事
を
求
む
る
者
を

し
て
遺
憾
無
か
ら
し
め
ん
。

【
現
代
語
訳
】

第
七
に
子
部
は
選
択
す
べ
き
こ
と
。
諸
子
の
書
は
多
く
史
部

と
表
裏
を
な
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
周
官
』
の
典
章
・
法
規
は
、

多
く『
管
子
』『
呂
覧
』に
み
え
て
い
る
。
ま
た
、列
国
の
瑣
事
は
、

多
く
『
晏
子
』『
韓
非
子
』
に
み
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
一
々

を
ほ
じ
く
り
出
し
て
史
書
の
記
載
に
こ
じ
つ
け
る
の
は
も
と
よ

り
著
作
の
大
事
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
官
図
」「
月
令
」「
地
圓
」

な
ど
諸
篇
の
巨
著
大
典
、「
儲
説
」「
諫
篇
」
に
収
載
さ
れ
た
記

録
は
、
実
は
史
部
に
お
い
て
そ
れ
ら
を
専
ら
扱
う
部
類
が
立
て

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
取
捨
選
択
の
上
そ
れ
ら
を
篇
次

に
い
れ
、
史
事
を
求
め
る
者
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈
六
藝
は
、
戦
国
に
い
た
る
と
師
承
を
失
っ
て
、
諸
子
へ
流
れ
た
と

考
え
る
章
学
誠
に
と
っ
て
は
、
諸
子
の
中
に
も
別
裁
等
の
手
段
に
よ

り
『
史
籍
考
』
に
著
録
す
べ
き
部
分
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。『
校

讎
通
義
』「
別
裁
第
四
」「
焦
竑
誤
校
漢
志
第
十
二
」
参
照
。

­

第
八
段
（
集
部
は
裁
つ
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

八
曰
集
部
宜
裁
。
漢
魏
六
朝
史
學
、
必
取
專
門
文
人
之
集
、

不
過
銘
・
箴
・
頌
・
誄
・
詩
・
賦
・
書
・
表
・
文
檄
諸
作
而
已
。

唐
人
文
集
間
有
紀
事
、蓋
史
學
至
唐
而
盡
失
也
。
及
宋
元
以
來
、

文
人
之
集
傳
記
漸
多
、
史
學
文
才
混
而
爲
一
、
於
是
古
人
專
門

之
業
、
不
可
問
矣
﹇
注
一
﹈。
然
人
之
聰
明
智
力
、
必
有
所
近
、
耳

聞
目
見
、
備
急
應
求
、
則
有
傳
記
誌
狀
之
撰
、
書
事
紀
述
之
文
、

其
所
取
用
、
反
較
古
人
文
集
徵
實
爲
多
。
此
乃
史
裁
本
體
、
因

無
專
門
家
學
、
失
陷
文
集
之
中
、
亦
可
惜
也
。
是
宜
取
其
連
篇

累
卷
入
史
例
者
、
分
別
登
書
。
此
亦
朱
氏
取
『
洪
範
五
行
傳
』

於
曾
・
王
文
集
之
故
事
也
﹇
注
二
﹈。
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【
訓
読
文
】

八
に
曰
わ
く
集
部
は
宜
し
く
裁
つ
べ
し
。
漢
魏
六
朝
の
史
学

は
、
必
ず
専
門
文
人
の
集
に
取
る
も
、
銘
・
箴
・
頌
・
誄
・
詩
・

賦
・
書
・
表
・
文
檄
の
諸
作
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
唐
人
の
文
集

間
〻
紀
事
有
る
も
、
蓋
し
史
学
は
唐
に
至
り
て
尽
く
失
す
。
宋

元
以
来
に
及
び
、
文
人
の
集
に
伝
記
漸
く
多
し
、
史
学
文
才
混

じ
て
一
と
為
り
、
是
に
於
て
古
人
専
門
の
業
、
問
う
可
か
ら
ず
。

然
れ
ど
人
の
聡
明
智
力
、
必
ず
近
き
所
有
り
、
耳
聞
目
見
、
急

に
備
え
求
め
に
応
じ
て
、
則
ち
伝
記
誌
状
の
撰
、
書
事
紀
述
の

文
有
り
、
其
の
取
用
す
る
所
、
反
て
古
人
文
集
の
徴
実
に
較
べ

て
多
し
と
為
す
。
此
れ
乃
ち
史
裁
の
本
体
な
れ
ど
、
専
門
家
学

無
き
に
因
り
て
、
文
集
の
中
に
失
陷
す
る
は
、
亦
た
惜
し
む
可

き
な
り
。
是
れ
宜
し
く
其
の
連
篇
累
巻
の
史
例
に
入
る
者
を
取

り
て
、
分
別
し
て
書
に
登
す
。
此
れ
も
亦
た
朱
氏
の
『
洪
範
五

行
伝
』
を
曾
・
王
文
集
に
取
る
の
故
事
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

第
八
に
集
部
は
裁
つ
べ
き
こ
と
。
漢
魏
六
朝
の
史
学
は
、
必

ず
専
業
文
人
の
集
を
取
り
あ
げ
た
も
の
の
、
銘
・
箴
・
頌
・
誄
・

詩
・
賦
・
書
・
表
・
檄
文
な
ど
の
諸
作
に
す
ぎ
な
い
。
唐
人
の

文
集
に
は
間
々
紀
事
が
あ
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く
史
学
は
唐
に

至
っ
て
尽
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宋
元
以
降
、

文
人
の
集
に
伝
記
が
し
だ
い
に
増
え
た
が
、
史
学
と
文
才
は
混

じ
て
ひ
と
つ
と
な
り
、こ
こ
に
古
人
に
お
け
る
専
門
の
学
業
は
、

問
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
人
間
の
耳
目

や
智
力
に
は
必
ず
近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
に
、
聞
い
た
こ
と

見
た
こ
と
、
あ
る
い
は
急
場
し
の
ぎ
や
必
要
に
応
じ
て
も
の
し

た
、
伝
記
や
誌
状
の
撰
、
記
録
や
論
述
の
文
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
採
用
す
る
も
の
は
、
古
人
の
文
集
に
お
け
る
徴
実
よ
り
も
多

い
。
こ
れ
こ
そ
史
裁
（
史
事
を
裁
断
す
る
こ
と
）
の
本
体
で
あ
る
が
、

専
門
・
家
学
が
な
か
っ
た
た
め
に
、（
本
来
置
か
れ
る
べ
き
目
録
の
適

切
な
部
類
に
著
録
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
）
文
集
の
中
に
陥
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
ま
た
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
。
そ

こ
で
数
多
の
作
品
の
中
で
史
例
に
入
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別

出
し
て
『
史
籍
考
』
に
載
せ
る
の
が
よ
い
。
こ
れ
も
ま
た
朱
彝

尊
が
『
洪
範
五
行
伝
』
に
つ
い
て
、
曾
鞏
、
王
安
石
の
文
集
か

ら
採
用
し
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈
第
四
段
（
逸
篇
は
採
録
す
べ
き
こ
と
）
の
注
二
参
照
。­
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­﹇
二
﹈
曾
鞏
『
元
豊
類
稿
』
巻
一
〇
に
「
洪
範
伝
」
が
あ
り
、王
安
石
『
臨

川
集
』
巻
六
五
に
も
「
洪
範
伝
」
が
あ
る
の
を
、朱
彝
尊
が
『
経
義
考
』

巻
九
五
お
よ
び
巻
九
六
に
著
録
し
た
こ
と
を
い
う
。

 

第
九
段
（
地
方
志
は
選
択
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

九
曰
方
志
宜
選
。
旣
作
『
史
考
』、
凡
關
史
學
之
書
、
自
宜

鉅
細
無
遺
、
備
登
於
錄
矣
、
乃
有
不
得
不
去
取
者
、
府
州
縣
志

是
也
。
其
書
計
數
盈
千
、又
兼
新
舊
雜
揉
、不
下
三
千﹇
注
一
﹈餘
種
、

而
淺
俗
不
典
、
迂
謬
可
怪
、
油
俚
不
根
、
獧
劣
可
憎
者
、
殆
過

半
焉
。
若
胥
吏
簿
書
、
經
生
策
括
、
猶
足
稱
爲
彼
善
於
此
者
矣
。

是
以
言
及
方
志
、
搢
紳
先
生
每
難
言
之
。
又
其
書
散
在
天
下
、

非
一
時
人
力
所
能
彙
聚
、
是
宜
僅
就
見
聞
所
及
、
有
可
取
者
稍

爲
敘
述
、無
可
取
者
僅
著
名
目
。
不
及
見
者
亦
無
庸
過
爲
搜
尋
、

後
人
亦
得
以
量
﹇
注
二
﹈
其
所
不
及
也
。

【
訓
読
文
】

九
に
曰
わ
く
方
志
は
宜
し
く
選
ぶ
べ
し
。
既
に
『
史
考
』
を

作
せ
ば
、
凡
そ
史
学
に
関
わ
る
書
、
自
ら
宜
し
く
鉅
細
遺
無
く
、

備
に
録
に
登
す
べ
き
な
る
も
、
乃
ち
去
取
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
者

有
り
、府
州
県
志
是
れ
な
り
。
其
の
書
計
数
す
れ
ば
千
に
盈
ち
、

又
た
新
旧
兼
ね
て
雜
揉
な
る
は
、
三
千
餘
種
を
下
ら
ず
、
而
も

浅
俗
典
な
ら
ず
し
て
、
迂
謬
怪
し
む
可
き
、
油
俚
不
根
、
獧
劣

憎
む
可
き
者
、
殆
ど
半
ば
を
過
ぐ
。
胥
吏
の
簿
書
、
経
生
の
策

括
の
若
き
も
、猶
お
称
し
て
彼
此
よ
り
善
き
者
と
為
す
に
足
る
。

是
を
以
て
言
い
て
方
志
に
及
ぶ
は
、
搢
紳
先
生
も
每
に
之
を
言

い
難
し
。
又
た
其
の
書
散
じ
て
天
下
に
在
れ
ば
、
一
時
人
力
の

能
く
彙
聚
す
る
所
に
非
ず
、
是
れ
宜
し
く
僅
か
に
見
聞
の
及
ぶ

所
に
就
き
て
、
取
る
可
き
者
有
ら
ば
稍
叙
述
を
為
し
、
取
る
可

き
者
無
く
ん
ば
僅
か
に
名
目
を
著
す
。
見
る
に
及
ば
ざ
る
者
も

亦
た
過
ぎ
て
捜
尋
を
為
す
を
庸
い
る
こ
と
無
し
、
後
人
も
亦
た

以
て
其
の
及
ば
ざ
る
所
を
量
る
を
得
。

【
現
代
語
訳
】

第
九
に
地
方
志
は
選
択
す
べ
き
こ
と
。『
史
籍
考
』
を
編
む

以
上
、
お
よ
そ
史
学
に
関
す
る
書
籍
は
、
当
然
巨
細
漏
ら
さ
ず

尽
く
著
録
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
取
捨
せ
ざ
る
を
え
な
い

の
が
、
府
州
県
に
関
す
る
地
方
志
で
あ
る
。
そ
の
数
は
千
を
超

え
、新
旧
入
り
混
じ
っ
て
い
る
も
の
は
三
千
余
種
を
下
ら
な
い
。
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­﹇
二
﹈
曾
鞏
『
元
豊
類
稿
』
巻
一
〇
に
「
洪
範
伝
」
が
あ
り
、王
安
石
『
臨

川
集
』
巻
六
五
に
も
「
洪
範
伝
」
が
あ
る
の
を
、朱
彝
尊
が
『
経
義
考
』

巻
九
五
お
よ
び
巻
九
六
に
著
録
し
た
こ
と
を
い
う
。

 

第
九
段
（
地
方
志
は
選
択
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

九
曰
方
志
宜
選
。
旣
作
『
史
考
』、
凡
關
史
學
之
書
、
自
宜

鉅
細
無
遺
、
備
登
於
錄
矣
、
乃
有
不
得
不
去
取
者
、
府
州
縣
志

是
也
。
其
書
計
數
盈
千
、又
兼
新
舊
雜
揉
、不
下
三
千﹇
注
一
﹈餘
種
、

而
淺
俗
不
典
、
迂
謬
可
怪
、
油
俚
不
根
、
獧
劣
可
憎
者
、
殆
過

半
焉
。
若
胥
吏
簿
書
、
經
生
策
括
、
猶
足
稱
爲
彼
善
於
此
者
矣
。

是
以
言
及
方
志
、
搢
紳
先
生
每
難
言
之
。
又
其
書
散
在
天
下
、

非
一
時
人
力
所
能
彙
聚
、
是
宜
僅
就
見
聞
所
及
、
有
可
取
者
稍

爲
敘
述
、無
可
取
者
僅
著
名
目
。
不
及
見
者
亦
無
庸
過
爲
搜
尋
、

後
人
亦
得
以
量
﹇
注
二
﹈
其
所
不
及
也
。

【
訓
読
文
】

九
に
曰
わ
く
方
志
は
宜
し
く
選
ぶ
べ
し
。
既
に
『
史
考
』
を

作
せ
ば
、
凡
そ
史
学
に
関
わ
る
書
、
自
ら
宜
し
く
鉅
細
遺
無
く
、

備
に
録
に
登
す
べ
き
な
る
も
、
乃
ち
去
取
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
者

有
り
、府
州
県
志
是
れ
な
り
。
其
の
書
計
数
す
れ
ば
千
に
盈
ち
、

又
た
新
旧
兼
ね
て
雜
揉
な
る
は
、
三
千
餘
種
を
下
ら
ず
、
而
も

浅
俗
典
な
ら
ず
し
て
、
迂
謬
怪
し
む
可
き
、
油
俚
不
根
、
獧
劣

憎
む
可
き
者
、
殆
ど
半
ば
を
過
ぐ
。
胥
吏
の
簿
書
、
経
生
の
策

括
の
若
き
も
、猶
お
称
し
て
彼
此
よ
り
善
き
者
と
為
す
に
足
る
。

是
を
以
て
言
い
て
方
志
に
及
ぶ
は
、
搢
紳
先
生
も
每
に
之
を
言

い
難
し
。
又
た
其
の
書
散
じ
て
天
下
に
在
れ
ば
、
一
時
人
力
の

能
く
彙
聚
す
る
所
に
非
ず
、
是
れ
宜
し
く
僅
か
に
見
聞
の
及
ぶ

所
に
就
き
て
、
取
る
可
き
者
有
ら
ば
稍
叙
述
を
為
し
、
取
る
可

き
者
無
く
ん
ば
僅
か
に
名
目
を
著
す
。
見
る
に
及
ば
ざ
る
者
も

亦
た
過
ぎ
て
捜
尋
を
為
す
を
庸
い
る
こ
と
無
し
、
後
人
も
亦
た

以
て
其
の
及
ば
ざ
る
所
を
量
る
を
得
。

【
現
代
語
訳
】

第
九
に
地
方
志
は
選
択
す
べ
き
こ
と
。『
史
籍
考
』
を
編
む

以
上
、
お
よ
そ
史
学
に
関
す
る
書
籍
は
、
当
然
巨
細
漏
ら
さ
ず

尽
く
著
録
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
取
捨
せ
ざ
る
を
え
な
い

の
が
、
府
州
県
に
関
す
る
地
方
志
で
あ
る
。
そ
の
数
は
千
を
超

え
、新
旧
入
り
混
じ
っ
て
い
る
も
の
は
三
千
余
種
を
下
ら
な
い
。
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浅
薄
卑
俗
で
常
な
ら
ぬ
も
の
、迂
腐
謬
妄
で
怪
し
む
べ
き
も
の
、

出
鱈
目
で
根
拠
の
な
い
も
の
、
低
劣
で
憎
む
べ
き
も
の
が
、
ほ

ぼ
半
ば
を
過
ぎ
て
い
る
。
胥
吏
の
帳
簿
や
、
書
生
の
（
科
挙
用
に

ま
と
め
た
経
史
、
時
務
策
の
）
虎
の
巻
の
方
が
、
ま
だ
ま
し
だ
と
い

う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
地
方
志
と
い
え
ば
、
縉
紳

先
生
に
は
常
々
語
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
地
方
志
は

天
下
に
散
在
し
て
お
り
、
短
期
の
人
手
で
収
集
で
き
る
も
の
で

は
な
い
か
ら
、
見
聞
の
お
よ
ぶ
範
囲
に
限
っ
て
、
取
る
べ
き
も

の
が
あ
れ
ば
少
し
く
叙
述
し
、
取
る
べ
き
も
の
が
な
け
れ
ば
書

名
だ
け
を
著
録
す
る
。
見
聞
の
及
ば
な
い
も
の
は
過
度
に
捜
索

す
る
必
要
も
な
く
、
後
人
も
そ
の
（
捜
索
の
）
及
ば
な
い
範
囲
を

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈
原
文
は
「
十
」
字
に
作
る
。
王
重
民
が
「
十
」
を
「
千
」
の
誤
り

と
す
る
の
に
従
う
。­

﹇
二
﹈
内
藤
湖
南
旧
蔵
鈔
本
章
氏
遺
書
は
「
量
」
字
を
囲
っ
て
、
欄
外
に

「
諒
」字
を
記
す
。
王
重
民
は「
諒
字
較
好
」と
す
る
。
本
稿
で
は「
量
」

字
の
ま
ま
で
解
し
た
。

第
十
段
（
譜
牒
は
略
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

十
曰
譜
牒
宜
略
。
方
志
在
官
之
書
、
猶
多
庸
劣
。
家
譜
私
門

之
記
、
其
弊
較
之
方
志
、
殆
又
甚
焉
。
古
者
譜
牒
掌
於
官
、
而

後
世
人
自
爲
書
、
不
復
領
於
郎
令
史
故
也
。
其
徵
求
之
難
、
甚

於
方
志
、
是
亦
不
可
得
而
强
索
者
矣
。
惟
於
統
譜
類
譜
、
彙
合

爲
編
。
而
專
家
之
譜
、
但
取
一
時
理
法
名
家
、
世
宦
巨
族
、
力

之
所
能
及
者
以
次
列
之
、
仍
著
所
以
不
能
遍
及
之
故
、
以
待
後

人
之
別
擇
可
耳
。

【
訓
読
文
】

十
に
曰
わ
く
譜
牒
は
宜
し
く
略
す
べ
し
。
方
志
は
官
に
在
る

の
書
な
る
も
、
猶
お
多
く
庸
劣
な
り
。
家
譜
は
私
門
の
記
に
し

て
、
其
の
弊
之
を
方
志
に
較
ぶ
れ
ば
、
殆
ど
又
た
焉
よ
り
甚
だ

し
。
古
は
譜
牒
は
官
に
掌
ら
れ
、
而
し
て
後
世
人
ご
と
に
自
ら

書
を
為
し
、
復
た
び
郎
令
史
に
領
せ
ら
れ
ざ
る
が
故
な
り
。
其

の
徵
求
の
難
は
、
方
志
よ
り
甚
だ
し
、
是
れ
亦
た
強
い
て
索
む

る
を
得
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
惟
だ
統
譜
類
譜
に
於
て
は
、
彙

合
し
て
編
を
為
す
。
而
し
て
専
家
の
譜
は
、
但
だ
一
時
の
理
法
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名
家
を
取
り
、
世
宦
巨
族
は
、
力
の
能
く
及
ぶ
所
の
者
次
を
以

て
之
を
列
し
、
仍
ね
て
遍
く
及
ぶ
こ
と
能
わ
ざ
る
所
以
の
故
を

著
し
、
以
て
後
人
の
別
に
択
ぶ
を
待
て
ば
可
な
る
の
み
。

【
現
代
語
訳
】

第
十
に
譜
牒
は
省
略
す
べ
き
こ
と
。
地
方
志
は
官
製
の
書
物

で
あ
る
の
に
そ
の
多
く
が
庸
俗
低
劣
で
あ
る
。
家
譜
は
私
門
の

記
録
で
あ
り
、
そ
の
弊
陋
な
る
こ
と
地
方
志
よ
り
一
層
甚
だ
し

い
。
昔
時
、
譜
牒
は
官
の
職
掌
で
あ
っ
た
が
、
後
世
、
人
ご
と

に
著
述
を
な
す
よ
う
に
な
る
と
、
尚
書
郎
、
令
史
に
管
領
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
譜
牒
の
捜
求
が
難
し
い

こ
と
は
地
方
志
よ
り
も
甚
だ
し
く
、
や
は
り
無
理
に
捜
索
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
統
譜
や
類
譜
は
、
聚
収
し
て
ま
と
め

る
。
専
家
の
譜
は
、た
だ
一
時
の
理
法
名
家
の
み
を
採
り
、代
々

官
僚
を
出
し
勢
力
を
誇
る
一
族
は
、
力
の
及
ぶ
範
囲
の
も
の
を

順
序
に
し
た
が
っ
て
配
列
し
、
さ
ら
に
収
載
が
遍
く
行
き
渡
ら

な
い
理
由
を
記
し
て
後
人
が
別
に
選
択
で
き
る
よ
う
し
て
お
け

ば
よ
い
。

第
十
一
段
（
考
異
は
精
密
に
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

十
一
曰
考
異
宜
精
。
史
籍
成
編
、取
精
用
宏﹇
注
一
﹈、其
功
包
經
・

子
・
集
而
其
用
同
『
經
義
考
』
矣
。
然
比
類
旣
多
、
不
能
無
所

牴
牾
、
參
差
同
異
、
勢
不
能
免
。
隨
時
編
次
之
際
、
取
其
分
歧

互
見
之
說
、
賅
而
存
之
、
俟
成
書
之
後
、
別
爲
『
考
異
』
一
編
、

庶
幾
無
罅
漏
矣
。

【
訓
読
文
】

十
一
に
曰
わ
く
考
異
は
宜
し
く
精
な
る
べ
し
。
史
籍
編
を
成

す
は
、
精
を
取
る
に
宏
き
を
用
い
る
、
其
の
功
は
経
・
子
・
集

を
包
ね
て
其
の
用
は
『
経
義
考
』
に
同
じ
。
然
れ
ど
も
比
類
既

に
多
し
、
牴
牾
す
る
所
無
き
こ
と
能
わ
ず
、
参
差
同
異
も
、
勢

い
免
る
る
こ
と
能
わ
ず
。
随
時
編
次
の
際
、
其
の
分
歧
互
見
の

説
を
取
り
、
賅そ
な

え
て
之
を
存
し
、
成
書
の
後
を
俟
ち
て
、
別
に

『
考
異
』
一
編
を
為
し
、
罅
漏
無
き
を
庶
幾
す
。

【
現
代
語
訳
】

第
十
一
に
考
異
は
精
密
に
す
べ
き
こ
と
。
史
籍
目
録
を
編
む
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名
家
を
取
り
、
世
宦
巨
族
は
、
力
の
能
く
及
ぶ
所
の
者
次
を
以

て
之
を
列
し
、
仍
ね
て
遍
く
及
ぶ
こ
と
能
わ
ざ
る
所
以
の
故
を

著
し
、
以
て
後
人
の
別
に
択
ぶ
を
待
て
ば
可
な
る
の
み
。

【
現
代
語
訳
】

第
十
に
譜
牒
は
省
略
す
べ
き
こ
と
。
地
方
志
は
官
製
の
書
物

で
あ
る
の
に
そ
の
多
く
が
庸
俗
低
劣
で
あ
る
。
家
譜
は
私
門
の

記
録
で
あ
り
、
そ
の
弊
陋
な
る
こ
と
地
方
志
よ
り
一
層
甚
だ
し

い
。
昔
時
、
譜
牒
は
官
の
職
掌
で
あ
っ
た
が
、
後
世
、
人
ご
と

に
著
述
を
な
す
よ
う
に
な
る
と
、
尚
書
郎
、
令
史
に
管
領
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
譜
牒
の
捜
求
が
難
し
い

こ
と
は
地
方
志
よ
り
も
甚
だ
し
く
、
や
は
り
無
理
に
捜
索
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
統
譜
や
類
譜
は
、
聚
収
し
て
ま
と
め

る
。
専
家
の
譜
は
、た
だ
一
時
の
理
法
名
家
の
み
を
採
り
、代
々

官
僚
を
出
し
勢
力
を
誇
る
一
族
は
、
力
の
及
ぶ
範
囲
の
も
の
を

順
序
に
し
た
が
っ
て
配
列
し
、
さ
ら
に
収
載
が
遍
く
行
き
渡
ら

な
い
理
由
を
記
し
て
後
人
が
別
に
選
択
で
き
る
よ
う
し
て
お
け

ば
よ
い
。

第
十
一
段
（
考
異
は
精
密
に
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

十
一
曰
考
異
宜
精
。
史
籍
成
編
、取
精
用
宏﹇
注
一
﹈、其
功
包
經
・

子
・
集
而
其
用
同
『
經
義
考
』
矣
。
然
比
類
旣
多
、
不
能
無
所

牴
牾
、
參
差
同
異
、
勢
不
能
免
。
隨
時
編
次
之
際
、
取
其
分
歧

互
見
之
說
、
賅
而
存
之
、
俟
成
書
之
後
、
別
爲
『
考
異
』
一
編
、

庶
幾
無
罅
漏
矣
。

【
訓
読
文
】

十
一
に
曰
わ
く
考
異
は
宜
し
く
精
な
る
べ
し
。
史
籍
編
を
成

す
は
、
精
を
取
る
に
宏
き
を
用
い
る
、
其
の
功
は
経
・
子
・
集

を
包
ね
て
其
の
用
は
『
経
義
考
』
に
同
じ
。
然
れ
ど
も
比
類
既

に
多
し
、
牴
牾
す
る
所
無
き
こ
と
能
わ
ず
、
参
差
同
異
も
、
勢

い
免
る
る
こ
と
能
わ
ず
。
随
時
編
次
の
際
、
其
の
分
歧
互
見
の

説
を
取
り
、
賅そ
な

え
て
之
を
存
し
、
成
書
の
後
を
俟
ち
て
、
別
に

『
考
異
』
一
編
を
為
し
、
罅
漏
無
き
を
庶
幾
す
。

【
現
代
語
訳
】

第
十
一
に
考
異
は
精
密
に
す
べ
き
こ
と
。
史
籍
目
録
を
編
む
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と
い
う
こ
と
は
、
広
範
な
素
材
か
ら
精
華
を
取
り
出
す
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、（
そ
れ
に
よ
っ
て
）
功
用
は
経
・
子
・
集
を
兼
ね
、

そ
の
作
用
は
『
経
義
考
』
と
同
じ
く
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
比

類
が
多
い
以
上
、
齟
齬
が
生
じ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
ば
ら
つ
き

や
異
同
も
勢
い
免
れ
な
い
。
そ
の
都
度
、
編
次
の
際
に
、
異
論

や
重
出
す
る
説
を
す
べ
て
ま
と
め
て
保
存
し
て
お
い
て
、
本
篇

完
成
後
、
別
に
『
考
異
』
一
篇
を
作
成
し
、
遺
漏
の
な
い
よ
う

に
願
う
こ
と
と
す
る
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈「
取
精
用
宏
」と
は
広
範
な
材
料
か
ら
精
華
を
取
り
出
す
こ
と
。『
左

伝
』
昭
公
七
年
に
「
蕞
爾
國
、
而
三
世
執
其
政
柄
、
其
用
物
也
弘
矣
、

其
取
精
也
多
矣
。」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。

第
十
二
段
（
板
刻
は
詳
細
に
記
述
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

十
二
曰
板
刻
宜
詳
。
朱
氏
『
經
義
考
』
後
有
刊
板
一
條
、
不

過
記
載
刊
木
原
委
、
而
惜
其
未
盡
善
者
、
未
載
刊
本
之
異
同
也

﹇
注
一
﹈。
金
石
刻
畫
、
自
歐
・
趙
・
洪
・
薛
以
來
、
詳
哉
其
言
之

矣
﹇
注
二
﹈。
板
刻
之
書
、
流
傳
旣
廣
、
訛
失
亦
多
、
其
所
據
何
本
、

較
訂
何
人
、
出
於
誰
氏
、
刻
於
何
年
、
款
識
何
若
、
有
誰
題
跋
、

孰
爲
序
引
、
板
存
何
處
、
有
無
缺
訛
、
一
書
曾
經
幾
刻
、
諸
刻

有
何
異
同
、
惜
未
嘗
有
人
倣
前
人
『
金
石
錄
』
例
而
爲
之
專
書

者
也
﹇
注
三
﹈。
如
其
有
之
、則
按
錄
求
書
、不
迷
所
向
、嘉
惠
後
學
、

豈
不
遠
勝
『
金
石
錄
』
乎
。
如
有
餘
力
所
及
、則
當
補
朱
氏
『
經

考
』
之
遺
、『
史
考
』
亦
可
以
例
倣
也
。

【
訓
読
文
】

十
二
に
曰
わ
く
板
刻
宜
し
く
詳
ら
か
に
す
べ
し
。
朱
氏
『
経

義
考
』
の
後
に
刊
板
の
一
條
有
る
も
、
刊
木
の
原
委
を
記
載
す

る
に
過
ぎ
ず
、
惜
し
む
ら
く
は
其
の
未
だ
善
を
尽
く
さ
ざ
る
者

は
、未
だ
刊
本
の
異
同
を
載
せ
ざ
る
な
り
。
金
石
刻
画
、欧
・
趙
・

洪
・
薛
自
り
以
来
、
詳
ら
か
な
る
哉
其
の
之
を
言
う
や
。
板
刻

の
書
、
流
伝
既
に
広
く
、
訛
失
も
亦
た
多
し
、
其
の
拠
る
所
は

何
本
な
る
か
、
較
訂
は
何
人
な
る
か
、
誰
氏
に
出
づ
る
か
、
何

年
に
刻
せ
ら
る
る
か
、
款
識
は
何
若
、
誰
の
題
跋
有
る
、
孰
か

序
引
を
為
す
、
板
は
何
処
に
存
す
る
か
、
缺
訛
は
有
り
や
無
し

や
、
一
書
曽
経
て
幾
た
び
刻
せ
ら
る
か
、
諸
刻
に
何
の
異
同
有

る
か
、
惜
し
む
ら
く
は
未
だ
嘗
て
人
の
前
人
『
金
石
録
』
の
例

「文学部紀要」文教大学文学部　33-2号　文教大学目録学研究会

­（27）

に
倣
い
て
之
が
専
書
を
為
す
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
如
し
其
れ
之

れ
有
ら
ば
、
則
ち
録
を
按
じ
て
書
を
求
む
る
に
、
向
か
う
所
を

迷
わ
ず
、
後
学
を
嘉
恵
す
る
こ
と
、
豈
に
遠
く
『
金
石
録
』
に

勝
ら
ざ
ら
ん
や
。
如
し
餘
力
の
及
ぶ
所
有
ら
ば
、
則
ち
当
に
朱

氏
『
経
考
』
の
遺
を
補
う
べ
し
、『
史
考
』
も
亦
た
例
を
以
て

倣
う
可
き
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

第
十
二
に
板
刻
は
詳
細
に
記
述
す
べ
き
こ
と
。
朱
氏
の
『
経

義
考
』
に
は
後
ろ
の
方
に
刊
板
の
一
条
が
あ
る
が
、
刊
本
の
沿

革
を
記
す
の
み
で
、
惜
し
い
こ
と
に
最
善
は
尽
く
さ
れ
ず
、
刊

本
の
異
同
を
載
せ
て
い
な
い
。
金
石
刻
画
に
つ
い
て
は
、
欧
陽

脩
・
趙
明
誠
・
洪
遵
・
薛
尚
功
以
来
、
詳
述
さ
れ
て
き
た
。
版

本
は
流
伝
も
広
く
誤
り
も
多
い
。
底
本
は
ど
れ
か
、
校
訂
者
は

誰
か
、
誰
の
手
元
か
ら
出
た
も
の
か
、
何
年
の
刻
か
、
款
識
は

ど
う
か
、
誰
の
題
跋
が
あ
る
か
、
誰
が
序
引
を
作
っ
て
い
る
か
、

板
木
の
所
在
、
誤
刻
の
有
無
、
何
度
印
刷
さ
れ
た
の
か
、
諸
版

に
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
の
か
、
な
ど
、
残
念
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
『
金
石
録
』
の
例
に
な
ら
っ
て
版
本
の
た
め
に
専
著
を

な
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
。も
し
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、

そ
の
目
録
に
よ
っ
て
書
物
を
求
め
て
、
迷
う
と
こ
ろ
は
な
く
な

る
。
後
学
を
益
す
る
と
い
う
点
で
は
『
金
石
録
』
を
凌
駕
す
る

に
違
い
な
い
。
余
力
が
及
べ
ば
、
朱
氏
『
経
義
考
』
の
遺
漏
を

補
う
べ
き
で
あ
り
、『
史
籍
考
』
も
（『
金
石
録
』
を
）
例
と
し
て

倣
う
の
が
良
い
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈『
経
義
考
』
巻
二
九
三
に
は
「
鏤
板
」
が
あ
り
、
諸
史
料
に
見
え

る
刊
刻
に
つ
い
て
の
記
事
を
収
録
し
て
い
る
。­

­﹇
二
﹈
宋
代
以
降
、金
石
研
究
が
進
み
、欧
陽
脩
『
集
古
録
』、趙
明
誠
『
金

石
録
』、
洪
遵
『
泉
志
』、
薛
尚
功
『
歴
代
鐘
鼎
彝
器
款
識
法
帖
』
な

ど
が
著
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
越
明
誠
『
金
石
録
』
は
、
碑
文
の
撰
者
、

抄
写
者
を
挙
げ
、
碑
文
を
史
書
や
家
譜
な
ど
諸
史
料
と
対
照
し
、
考

訂
を
加
え
、『
集
古
録
』
な
ど
先
行
研
究
に
も
言
及
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
巻
二
八
の
「
唐
元
結
碑
」
の
尾
跋
に
は
、「
顔
魯
公
撰
並
書
。

案
『
唐
書
』
列
伝
、
結
、
後
貌
常
山
遵
十
五
世
孫
、
而
碑
與
『
元
氏

家
録
』
皆
云
十
二
世
、
蓋
『
史
』
之
誤
。
又
碑
與
『
元
和
姓
纂
』
皆

云
『
結
高
祖
名
善
禕
』、
而
『
家
録
』
作
『
善
禘
』、
未
知
執
是
也
。」

と
あ
り
、
巻
二
九
の
「
唐
虞
城
令
李
公
去
思
頌
」
の
尾
跋
に
は
、「
李

白
撰
、
王
遹
書
。
碑
側
云
『
元
和
四
年
二
月
重
篆
』、
蓋
遹
不
與
白

同
時
、
此
碑
後
來
追
建
爾
。
欧
陽
公
『
集
古
録
』
云
『
遹
在
陽
冰
前
』

者
、
誤
也
。」
と
あ
る
。­

﹇
三
﹈
版
本
目
録
は
南
宋
・
尤
袤
の
『
遂
初
堂
書
目
』
に
は
じ
ま
り
、
晁

瑮
『
晁
氏
宝
文
堂
書
目
』、
銭
曽
『
述
古
堂
書
目
』、
同
『
読
書
敏
求
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に
倣
い
て
之
が
専
書
を
為
す
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
如
し
其
れ
之

れ
有
ら
ば
、
則
ち
録
を
按
じ
て
書
を
求
む
る
に
、
向
か
う
所
を

迷
わ
ず
、
後
学
を
嘉
恵
す
る
こ
と
、
豈
に
遠
く
『
金
石
録
』
に

勝
ら
ざ
ら
ん
や
。
如
し
餘
力
の
及
ぶ
所
有
ら
ば
、
則
ち
当
に
朱

氏
『
経
考
』
の
遺
を
補
う
べ
し
、『
史
考
』
も
亦
た
例
を
以
て

倣
う
可
き
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

第
十
二
に
板
刻
は
詳
細
に
記
述
す
べ
き
こ
と
。
朱
氏
の
『
経

義
考
』
に
は
後
ろ
の
方
に
刊
板
の
一
条
が
あ
る
が
、
刊
本
の
沿

革
を
記
す
の
み
で
、
惜
し
い
こ
と
に
最
善
は
尽
く
さ
れ
ず
、
刊

本
の
異
同
を
載
せ
て
い
な
い
。
金
石
刻
画
に
つ
い
て
は
、
欧
陽

脩
・
趙
明
誠
・
洪
遵
・
薛
尚
功
以
来
、
詳
述
さ
れ
て
き
た
。
版

本
は
流
伝
も
広
く
誤
り
も
多
い
。
底
本
は
ど
れ
か
、
校
訂
者
は

誰
か
、
誰
の
手
元
か
ら
出
た
も
の
か
、
何
年
の
刻
か
、
款
識
は

ど
う
か
、
誰
の
題
跋
が
あ
る
か
、
誰
が
序
引
を
作
っ
て
い
る
か
、

板
木
の
所
在
、
誤
刻
の
有
無
、
何
度
印
刷
さ
れ
た
の
か
、
諸
版

に
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
の
か
、
な
ど
、
残
念
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
『
金
石
録
』
の
例
に
な
ら
っ
て
版
本
の
た
め
に
専
著
を

な
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
。も
し
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、

そ
の
目
録
に
よ
っ
て
書
物
を
求
め
て
、
迷
う
と
こ
ろ
は
な
く
な

る
。
後
学
を
益
す
る
と
い
う
点
で
は
『
金
石
録
』
を
凌
駕
す
る

に
違
い
な
い
。
余
力
が
及
べ
ば
、
朱
氏
『
経
義
考
』
の
遺
漏
を

補
う
べ
き
で
あ
り
、『
史
籍
考
』
も
（『
金
石
録
』
を
）
例
と
し
て

倣
う
の
が
良
い
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈『
経
義
考
』
巻
二
九
三
に
は
「
鏤
板
」
が
あ
り
、
諸
史
料
に
見
え

る
刊
刻
に
つ
い
て
の
記
事
を
収
録
し
て
い
る
。­

­﹇
二
﹈
宋
代
以
降
、金
石
研
究
が
進
み
、欧
陽
脩
『
集
古
録
』、趙
明
誠
『
金

石
録
』、
洪
遵
『
泉
志
』、
薛
尚
功
『
歴
代
鐘
鼎
彝
器
款
識
法
帖
』
な

ど
が
著
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
越
明
誠
『
金
石
録
』
は
、
碑
文
の
撰
者
、

抄
写
者
を
挙
げ
、
碑
文
を
史
書
や
家
譜
な
ど
諸
史
料
と
対
照
し
、
考

訂
を
加
え
、『
集
古
録
』
な
ど
先
行
研
究
に
も
言
及
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
巻
二
八
の
「
唐
元
結
碑
」
の
尾
跋
に
は
、「
顔
魯
公
撰
並
書
。

案
『
唐
書
』
列
伝
、
結
、
後
貌
常
山
遵
十
五
世
孫
、
而
碑
與
『
元
氏

家
録
』
皆
云
十
二
世
、
蓋
『
史
』
之
誤
。
又
碑
與
『
元
和
姓
纂
』
皆

云
『
結
高
祖
名
善
禕
』、
而
『
家
録
』
作
『
善
禘
』、
未
知
執
是
也
。」

と
あ
り
、
巻
二
九
の
「
唐
虞
城
令
李
公
去
思
頌
」
の
尾
跋
に
は
、「
李

白
撰
、
王
遹
書
。
碑
側
云
『
元
和
四
年
二
月
重
篆
』、
蓋
遹
不
與
白

同
時
、
此
碑
後
來
追
建
爾
。
欧
陽
公
『
集
古
録
』
云
『
遹
在
陽
冰
前
』

者
、
誤
也
。」
と
あ
る
。­

﹇
三
﹈
版
本
目
録
は
南
宋
・
尤
袤
の
『
遂
初
堂
書
目
』
に
は
じ
ま
り
、
晁

瑮
『
晁
氏
宝
文
堂
書
目
』、
銭
曽
『
述
古
堂
書
目
』、
同
『
読
書
敏
求
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記
』、
黄
丕
烈
『
士
礼
居
蔵
書
題
跋
』、
同
『
蕘
圃
蔵
書
題
識
』
な
ど

明
清
に
盛
ん
に
な
っ
た
。
ま
た
、
于
敏
中
等
『
天
禄
琳
琅
書
目
』
は
、

宋
明
等
版
本
、
鈔
本
の
別
を
分
か
ち
、
版
刻
、
蔵
書
印
に
ま
で
検
討

を
加
え
、
精
密
さ
を
加
え
た
。

第
十
三
段
（
制
書
は
尊
ぶ
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

十
三
曰
制
書
宜
尊﹇
注
一
﹈。
列
聖
寶
訓
・
五
朝
實
錄
・
巡
幸
盛
典
・

蕩
平
方
略
﹇
注
二
﹈、
一
切
尊
藏
史
宬
者
、
不
分
類
例
、
但
照
年
月

先
後
、
恭
編
卷
首
。

【
訓
読
文
】

十
三
に
曰
わ
く
制
書
は
宜
し
く
尊
ぶ
べ
し
。­
列
聖
の
宝
訓
・

五
朝
の
実
録
・
巡
幸
の
盛
典
・
蕩
平
の
方
略
、
一
切
の
史
宬
に

尊
藏
せ
ら
る
る
者
、
類
例
を
分
か
た
ず
、
但
だ
年
月
の
先
後
に

照
ら
し
て
、
恭
し
く
巻
首
に
編
む
。

【
現
代
語
訳
】

第
十
三
に
制
書
は
尊
ぶ
べ
き
こ
と
。
天
子
の
詔
諭
、
五
朝
の

実
録
、
巡
幸
の
盛
儀
、
平
定
の
計
略
な
ど
、
皇
史
宬
に
尊
蔵
さ

れ
て
い
る
一
切
は
、類
例
を
分
け
ず
、た
だ
年
月
の
先
後
に
従
っ

て
、
謹
ん
で
巻
頭
に
ま
と
め
て
置
く
こ
と
と
す
る
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈「
史
籍
考
総
目
」
を
参
照
。『
史
籍
考
』
が
手
本
と
し
た
『
経
義
考
』

で
は
「
御
注
勅
撰
」
が
、姉
妹
編
と
も
い
う
べ
き
『
小
学
考
』
で
は
「
敕

譔
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
首
巻
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、

楊
士
奇
『
文
淵
閣
書
目
』
が
巻
頭
に
「
国
朝
」
の
一
類
を
設
け
、
御

製
・
勅
撰
・
政
書
・
実
録
を
著
録
し
た
の
を
先
蹤
と
し
、
焦
竑
『
国

史
経
籍
志
』
は
御
製
・
中
宮
御
製
・
勅
修
・
記
注
時
政
か
ら
な
る
「
制

書
類
」
を
置
き
、
孫
能
『
内
閣
蔵
書
目
録
』
は
「
聖
製
部
」
を
設
け

る
な
ど
し
て
引
き
継
が
れ
た
。­

﹇
二
﹈
内
藤
湖
南
旧
蔵
鈔
本
で
は
、
列
聖
寶
訓
・
五
朝
實
錄
・
巡
幸
盛
典
・

蕩
平
方
略
の
各
句
は
行
を
改
め
て
い
る
。­

第
十
四
段
（
禁
例
は
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

十
四
曰
禁
例
宜
明
。
凡
違
礙
書
籍
、
或
銷
毀
全
書
、
或
摘
抽

摘
毀
。
其
摘
抽
而
尙
聽
存
留
本
書
者
、
仍
分
別
著
錄
。
如
全
書

銷
毀
者
、
著
其
違
礙
應
禁
之
故
、
不
分
類
例
、
另
編
卷
末
、
以
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昭
功
令
。

【
訓
読
文
】

十
四
に
曰
わ
く
禁
例
は
宜
し
く
明
ら
か
に
す
べ
し
。
凡
そ
違

礙
の
書
籍
、
或
い
は
全
書
を
銷
毀
し
、
或
い
は
摘
抽
し
摘
毀
す
。

其
の
摘
抽
せ
ら
れ
て
尚
お
本
書
を
存
留
す
る
を
聴ゆ
る

さ
る
る
者

は
、
仍
お
分
別
し
て
著
録
す
。
全
書
銷
毀
せ
ら
る
る
者
の
如
き

は
、
其
の
違
礙
に
し
て
応
に
禁
ず
べ
き
の
故
を
著
し
、
類
例
を

分
か
た
ず
、
另べ
つ

に
巻
末
に
編
み
、
以
て
功
令
を
昭
ら
か
に
す
。

【
現
代
語
訳
】

第
十
四
に
禁
例
は
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
。
す
べ
て
（
朝
旨

に
）
違
戻
す
る
書
籍
は
、
全
書
を
焼
却
し
た
も
の
と
、
部
分
的

に
残
し
て
（
さ
ま
た
げ
の
あ
る
箇
所
を
）
取
り
除
い
た
も
の
と
が
あ

る
。
部
分
的
に
存
留
を
許
さ
れ
た
も
の
は
、や
は
り
分
類
の
上
、

著
録
す
る
こ
と
と
す
る
。
全
書
焼
却
処
分
の
も
の
は
そ
の
違
碍

と
禁
ず
べ
き
理
由
を
著
し
、類
例
ご
と
に
分
け
る
こ
と
は
せ
ず
、

別
に
巻
末
に
ま
と
め
て
置
い
て
（
学
問
に
お
け
る
）
規
準
を
明
示

す
る
こ
と
と
す
る
。

第
十
五
段
（
採
集
は
詳
細
に
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

十
五
曰
採
摭
宜
詳
。
現
有
之
書
、
鈔
錄
敘
目
凡
例
。
亡
逸
之

書
、
搜
剔
羣
書
紀
載
、
以
及
聞
見
所
及
。
理
宜
先
作
長
編
﹇
注
一
﹈。

序
跋
・
評
論
之
類
、
鈔
錄
不
厭
其
詳
。
長
編
旣
定
、
及
至
纂
輯

之
時
、
刪
繁
就
簡
、
考
訂
易
於
爲
力
。
仍
照
朱
氏
『
經
考
』
之

例
、
分
別
存
・
軼
・
闕
・
與
未
見
四
門
、
以
見
徵
信
﹇
注
二
﹈。

【
訓
読
文
】

十
五
に
曰
わ
く
採
摭
は
宜
し
く
詳
ら
か
に
す
べ
し
。
現
有
の

書
は
、
叙
目
凡
例
を
鈔
録
す
。
亡
逸
の
書
は
、
羣
書
の
紀
載
、

以お

及よ

び
聞
見
の
及
ぶ
所
を
捜
剔
す
。
理
と
し
て
宜
し
く
先
ず
長

編
を
作
る
べ
し
。
序
跋
・
評
論
の
類
、
鈔
録
す
る
に
其
の
詳
な

る
を
厭
わ
ず
。
長
編
既
に
定
ま
れ
ば
、
纂
輯
の
時
に
至
る
に
及

び
、
繁
を
削
り
簡
に
就
き
、
考
訂
も
力
を
為
す
に
易
し
。
仍
ね

て
朱
氏
『
経
考
』
の
例
に
照
ら
し
、
存
・
軼
・
闕
と
未
見
と
の

四
門
に
分
別
し
て
、
以
て
徵
信
を
見し
め

す
。
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昭
功
令
。

【
訓
読
文
】

十
四
に
曰
わ
く
禁
例
は
宜
し
く
明
ら
か
に
す
べ
し
。
凡
そ
違

礙
の
書
籍
、
或
い
は
全
書
を
銷
毀
し
、
或
い
は
摘
抽
し
摘
毀
す
。

其
の
摘
抽
せ
ら
れ
て
尚
お
本
書
を
存
留
す
る
を
聴ゆ
る

さ
る
る
者

は
、
仍
お
分
別
し
て
著
録
す
。
全
書
銷
毀
せ
ら
る
る
者
の
如
き

は
、
其
の
違
礙
に
し
て
応
に
禁
ず
べ
き
の
故
を
著
し
、
類
例
を

分
か
た
ず
、
另べ
つ

に
巻
末
に
編
み
、
以
て
功
令
を
昭
ら
か
に
す
。

【
現
代
語
訳
】

第
十
四
に
禁
例
は
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
。
す
べ
て
（
朝
旨

に
）
違
戻
す
る
書
籍
は
、
全
書
を
焼
却
し
た
も
の
と
、
部
分
的

に
残
し
て
（
さ
ま
た
げ
の
あ
る
箇
所
を
）
取
り
除
い
た
も
の
と
が
あ

る
。
部
分
的
に
存
留
を
許
さ
れ
た
も
の
は
、や
は
り
分
類
の
上
、

著
録
す
る
こ
と
と
す
る
。
全
書
焼
却
処
分
の
も
の
は
そ
の
違
碍

と
禁
ず
べ
き
理
由
を
著
し
、類
例
ご
と
に
分
け
る
こ
と
は
せ
ず
、

別
に
巻
末
に
ま
と
め
て
置
い
て
（
学
問
に
お
け
る
）
規
準
を
明
示

す
る
こ
と
と
す
る
。

第
十
五
段
（
採
集
は
詳
細
に
す
べ
き
こ
と
）

【
原
文
】

十
五
曰
採
摭
宜
詳
。
現
有
之
書
、
鈔
錄
敘
目
凡
例
。
亡
逸
之

書
、
搜
剔
羣
書
紀
載
、
以
及
聞
見
所
及
。
理
宜
先
作
長
編
﹇
注
一
﹈。

序
跋
・
評
論
之
類
、
鈔
錄
不
厭
其
詳
。
長
編
旣
定
、
及
至
纂
輯

之
時
、
刪
繁
就
簡
、
考
訂
易
於
爲
力
。
仍
照
朱
氏
『
經
考
』
之

例
、
分
別
存
・
軼
・
闕
・
與
未
見
四
門
、
以
見
徵
信
﹇
注
二
﹈。

【
訓
読
文
】

十
五
に
曰
わ
く
採
摭
は
宜
し
く
詳
ら
か
に
す
べ
し
。
現
有
の

書
は
、
叙
目
凡
例
を
鈔
録
す
。
亡
逸
の
書
は
、
羣
書
の
紀
載
、

以お

及よ

び
聞
見
の
及
ぶ
所
を
捜
剔
す
。
理
と
し
て
宜
し
く
先
ず
長

編
を
作
る
べ
し
。
序
跋
・
評
論
の
類
、
鈔
録
す
る
に
其
の
詳
な

る
を
厭
わ
ず
。
長
編
既
に
定
ま
れ
ば
、
纂
輯
の
時
に
至
る
に
及

び
、
繁
を
削
り
簡
に
就
き
、
考
訂
も
力
を
為
す
に
易
し
。
仍
ね

て
朱
氏
『
経
考
』
の
例
に
照
ら
し
、
存
・
軼
・
闕
と
未
見
と
の

四
門
に
分
別
し
て
、
以
て
徵
信
を
見し
め

す
。



­–63–

章学誠校讎学論文訳注（三）「論修史籍考要略」

­（30）

【
現
代
語
訳
】

第
十
五
に
採
集
は
詳
細
に
す
べ
き
こ
と
。現
存
す
る
書
物
は
、

叙
目
、凡
例
を
抄
写
謄
録
し
、亡
逸
し
た
書
物
は
（
そ
れ
に
関
す
る
）

群
書
中
の
記
載
や
見
聞
の
及
ぶ
と
こ
ろ
を
捜
集
、摘
録
す
る
が
、

道
理
と
し
て
は
ま
ず
長
編
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
序
跋
・
評
論

の
類
は
抄
写
謄
録
に
当
た
っ
て
、
そ
の
詳
細
さ
を
厭
わ
な
い
。

長
編
が
で
き
て
い
れ
ば
、
編
集
の
段
階
に
進
ん
だ
際
、
繁
を
削

り
簡
に
就
き
、
考
訂
が
し
や
す
く
な
る
。
や
は
り
朱
氏
の
『
経

義
考
』
の
例
に
な
ら
っ
て
、
存
・
軼
・
闕
・
未
見
の
四
つ
に
区

分
し
、
拠
り
所
を
示
す
。

【
訳
注
】

﹇
一
﹈
長
編
と
は
書
物
編
纂
に
あ
た
っ
て
ま
ず
捜
集
し
た
諸
資
料
を
整
理

し
、
編
年
し
た
も
の
を
い
う
。
李
燾
「
進
続
資
治
通
鑑
長
編
原
表
」

に
は
、「
臣
竊
聞
司
馬
光
之
作
資
治
通
鑑
也
、
先
使
其
寮
採
披
異
聞
、

以
年
月
日
為
叢
目
、叢
目
既
成
、乃
修
長
編
」
と
あ
り
、司
馬
光
が
『
資

治
通
鑑
』
編
纂
に
先
だ
っ
て
長
編
を
作
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。­

﹇
二
﹈『
経
義
考
』
の
、
存
・
佚
・
闕
・
未
見
に
つ
い
て
、
孫
詒
譲
「
温

州
経
籍
志
叙
例
」
は
、「
目
録
に
お
け
る
存
佚
の
区
別
は
唐
・
釈
智

昇
『
開
元
釈
教
録
』
を
嚆
矢
と
す
る
。
朱
氏
は
旧
来
の
規
範
に
従
い

つ
つ
四
区
分
に
増
し
た
。
存
、
佚
の
ほ
か
、
闕
は
、
篇
簡
が
俄
に
依

け
て
完
本
が
存
在
し
な
い
も
の
、
ま
た
、
未
見
は
、
収
蔵
は
絶
え
て

は
い
な
い
が
入
手
の
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
四
者
は
明
確
に
区
別
さ

れ
て
お
り
検
討
の
際
大
変
便
利
で
あ
る
。」
と
い
う
。
総
論
の
注
八

も
参
照
。
存
佚
に
つ
い
て
は
次
号
掲
載
予
定
の
「
史
籍
考
釈
例
」
に

よ
り
詳
細
な
言
及
が
あ
る
。

­

（
担
当　

渡
邉
）
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 【
翻
訳
】カ

ト
リ
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
『
き
み
は
死
な
な
い
』

第
一
章　
「
瞬
く
間
に
、
あ
る
い
は
」寄

川　

真
弓　

訳

要
旨 

：
ド
イ
ツ
の
作
家
カ
ト
リ
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（K

athrin Schm
idt, 1958︲

）
が
二
〇
〇
九
年
に
出
版
し
た
小
説
『
き
み
は

死
な
な
い
（D

u stirbst nicht

）』
か
ら
、
第
一
章
「
瞬
く
間
に
、
あ
る
い
は
（W

im
pernschläge oder in the Tw

inkling of an 

E
ye

）」
を
訳
出
し
た
。

こ
の
小
説
は
、
脳
溢
血
で
倒
れ
た
四
十
代
半
ば
の
女
性
を
主
人
公
に
、
彼
女
の
病
気
が
快
復
し
て
い
く
過
程
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
が
く
も
膜
下
出
血
で
倒
れ
て
お
り
、
そ
の
体
験
を
も

と
に
書
か
れ
た
た
め
、
と
く
に
病
院
内
の
描
写
は
リ
ア
ル
で
生
々
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

訳
出
し
た
第
一
章
は
、
集
中
治
療
室
に
眠
る
主
人
公
の
朦
朧
と
し
た
意
識
か
ら
始
ま
る
。
現
実
と
幻
覚
が
交
錯
す
る
彼
女
の

意
識
や
、
記
憶
喪
失
、
失
語
症
、
半
身
不
随
な
ど
の
病
状
が
、
と
き
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
描
か
れ
て
い
る
。
集
中
治
療

室
に
い
た
の
は
三
週
間
だ
が
、
主
人
公
に
と
っ
て
は
ご
く
短
い
間
の
こ
と
に
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
が
「
瞬
く
間
に
」
と
い
う
副
題

と
な
る
。

な
お
、『
き
み
は
死
な
な
い
』
は
二
〇
〇
九
年
に
ド
イ
ツ
書
籍
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
に
輝
い
た
ヘ
ル
タ
・

ミ
ュ
ラ
ー
の
作
品
を
抑
え
て
選
ば
れ
た
た
め
、
当
時
話
題
と
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
現
代
文
学　

翻
訳　

闘
病
記　

発
展
小
説　

ド
イ
ツ
書
籍
賞

＊­

よ
り
か
わ　

ま
ゆ
み­

文
教
大
学
文
学
部
外
国
語
学
科
・
非
常
勤
講
師




